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退職世代をまきこむために
　退職世代の心もちを大切に
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Ⅰ　退職世代をまきこむために

　本章では、以下、それらのヒアリングをもとに、現状と課題を分析し、第Ⅲ章で展開するプログラム

案の提案の基礎としていきます。

	 退職世代はどんな人？	　時代背景／文化背景を知る

会社人間から地域人間へ　退職世代の人たちの社会的背景のイメージをつかむ

　いわゆる団塊世代といわれる人たち前後の年齢層にある人たちの多くは、職種や勤務形態はともあ

れ、雇用される人、つまりサラリーマンとして働いてきました。高度成長期からその後バブルがはじけ

るまで「モーレツ社員」とか「会社人間」などという言葉に表されるように、職場を第一に、そしてバ

ブルがはじけるや、一転して、リストラの対象として、過酷な競争社会のなかで、走り続けてきまし

た。また、核家族化が飛躍的にすすみ、親元から離れて都市部で働いていた若い世代が結婚してそのま

ま都市部に定住し、郊外の団地や戸建てに親子だけで住むことがひとつのステータスになった時代の延

長線上にいる人たちでもあります。家族の幸せのため、マイホームの夢のために、遠距離通勤に耐え、

残業も多くこなしてきました。週末は、子どもが小さいうちは、地域のつながりより家族との時間を優

先させ、郊外の人たちは車で遠出して遊ぶ、といった生活パターンがみられましたが、だんだん、会社

のつきあいで家をあけることも増え、子どもが思春期になると、父親の家庭での存在感は往々にして薄

くなってしまいます。母親は子どもをとおして地域とのつながりをかろうじてつくることができるとは

いえ、父親の場合は、さらに転勤／単身赴任などの要素も加わり、地域につながりをもつのは難しいま

まに定年を迎えています。会社のため、仕事のため、家族のために、とひたすら他者のためにエネル

ギーをそそいで生きてきた世代であるがゆえに、逆に地域人としての自立が損なわれてしまった人たち

であるということができます。ただし、地域人としての自立に関していうならば、この世代以降、みな

状況は同じか、あるいは、もっと地域とのつながりが薄いかもしれません。

　そのような、日本の高度成長期を根底から支え、激動の時代を駆け抜けてきた退職世代の人たちが、

今度は「会社」というコミュニティから「地域」というコミュニティにどう生活の軸をシフトさせ、ど

のようにして地域の人として生き生きと暮らすことができるようになるか、が着目点であるわけです。

文化面からの理解

　いわゆる団塊の世代の人たちがすごしてきた時代背景を少しでも理解できるよう、巻末にいくつか時

代を象徴するキーワードをひろった表を添付しました。その世代の人たちは、経済を支えてきたととも

に、60年代、70年代文化の先端を走ってきた人たちでもあります。アイビールックをまとい、フォー

クブーム、ビートルズ旋風、ギターブームの中核におり、アングラ、サイケ、カウンターカルチャー、

ジーンズなども団塊の青春を象徴する事象です。学生運動を真只中で経験しますが、それ以前は受験戦

争などの真只中にもいました。よく、団塊の世代の人たちは、「議論好き」「理屈っぽい」「自己主張が

強い」「自分が納得しないと動かない」といわれますが、それは、裏を返せば、エネルギーや好奇心に

あふれ、信じたことにはまっすぐ進んでいく純粋さももちあわせていることになります。

　そういった時代背景や、よくみられる行動パターンなどをある程度理解しておくことは、退職世代と

	 なぜ「退職世代の社会参加推進」にかかわる
	 研究を行ったのか？　

　世の中では一時、いわゆる団塊世代が定年退職する時期が2007年を中心に集中しそうだ、というこ

とから、その世代の人たちの定年後のすごしかた・暮らしに大きな注目が集まりました。

　その注目の仕方には、立場によっていろいろなものがありますが、ひとつは、会社勤めをしてきた男

性が、あまりに会社人間・仕事人間で、地域のつながりもなく、趣味や生きがいに乏しいのではない

か、という懸念と、それによって、退職後、毎日の暮らしかたに迷いや不安をかかえながら無為な日々

をすごしてしまう人が多く発生するのではないか、という憂慮でしょう。同時に、高齢者数が急激に増

加する時が確実にくることから、介護や年金財源の問題としてもとりあげられてきています。

　一方で、退職世代を『豊かな消費者』としてもてはやし、一クラス上の旅行やレジャー、あるいは住

宅購入や投資へのお誘いなどにかかわるものも非常に多く目にします。

　上記のような憂慮をポジティブに発展させているのが、退職世代の『人財』としての意味に着目し、

社会的な活動や地域活動の担い手として、「金銭を目的としない社会における働き方」に関心をもって

もらおう、というものです。

　行政、社会福祉協議会、NPOなどが、さかんに『地域デビュー講座』や『お父さんお帰りなさい

パーティー』などを開催するようになったのは、そのひとつの表れといえましょう。一方、行政や社協

としては、社会における課題が山積し、制度だけでは人びとの暮らしをよくすることがますます難しく

なってきた昨今、せっかくの人材にもっと地域で活躍してほしい、ボランティア・市民活動の担い手と

して地域をよりよくするために貢献してほしいという、切実な思いをもって、そのような企画を実施し

てきているといえます。

　しかしながら、そのような講座やパーティーへの参加者数は、必ずしも多いとはいえず、また、その

ような講座やパーティーに参加した人たちが積極的に地域活動・社会活動に参加するようになったか、

というと必ずしもそうではなさそうです。

　そのことは、次の根源的な問いに結びつきます。

退職世代はボランティア・市民活動をしたいと思っているのか？

退職世代がボランティア・市民活動に参加するよう推進する必要があるのか？

退職世代らがボランティア・市民活動に積極的に参加できる環境とはどのようなものか？

　そして、最初の二つの問いへの応答は

YES　でもあり　NO でもある　と、いささか曖昧ながら、両面性をもったものになりそうです。

　この研究委員会では、最初の2つの問いについて、丁寧に状況把握するとともに、3つめの問いへの

答になりえるいくつかの提案を作成するため、各地にて、すでに退職世代の男性が多くかかわっている

活動、あるいは、そのような活動を推進しようとしている団体、さらには、より広い意味で、人びとの

社会参加の拠点や仕掛けを提供している組織などにヒアリングを行うとともに、実際に活動に参加して

いる人びとの意見なども聞いてきました。
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ともになにかを創り出そうというときにきっと役にたつはずです。

	 退職世代の気持ちは“ふくざつ”　

自分のこの先の生き方について　明確なビジョンがある人とない人

　現在、地域活動やボランティア・市民活動にかかわっている退職世代前後の人たちが現在の姿になる

までには、いろいろな経緯／経路をたどってきています。

　たいがいの退職世代の人たちは、退職以前から、それなりに退職後の暮らしをどうしたらいいのだろ

うか、という漠然とした不安を抱えています。しかしながら、意識はありながらも、実際に具体的な行

動をおこさないまま定年を迎えてしまう場合が非常に多いようです。また、会社などが設定するライフ

プランニング講座などは受けたけれども、地域での暮らしそのものまでイメージできないままに退職し

てしまった、という人たちもいます。あえて、定年を迎えるまでは考えないようにしてきた人もいます

し、あるいは退職前から着々とさまざまな情報を集めて計画をたててきた人ももちろんいます。準備を

進めてきた人たちは、退職の段階で、およそ、自分たちが今後どのように暮らしたいのか、どのように

老後の生活を組み立てていくのか、一定のビジョンをもつことができるので、退職後に迷わずに次の段

階に進むことができるようです。

　ボランティア・市民活動についての意識となると、退職世代にとって、ボランティア・市民活動は

ちょっと敷居が高い、あるいはあまり関係ないものであって、一般的な意味での関心はあるにしても、

ライフプランニングの選択肢の一つとしては十分に意識化されていない傾向もみられます。

　いずれにしても退職してしまえば、現実に直面することになり、なんらかの行動を起すことになるわ

けですが、行動を起す時期も、方向性も人によってさまざまです。

活動にかかわるようになったタイミング

◦退職前から準備して、退職前から活動にかかわっていた

◦退職前から意識をもって退職後の暮らしの準備にかかり、退職直後より社会的な活動にかか

わった

◦退職前から考えてはいたが、実際に活動にかかわるようになったのは、退職後しばらくして

から

◦退職前は何も考えていなかったが、退職直後から積極的に調べものをして、すぐに活動にか

かわるようになった

◦退職前は何も考えず、退職後も他のことに気をとられていたが、時間がたってから、必要性

を感じてかかわるようになった

まだ働きたい？　

　退職世代の多くは、退職後も何らかの形で働き続けたい、という意識が非常に強いようです。その背

景には、まだまだ、身体も頭も十分に機能するのだから、社会的な居場所／能力の発揮場所としての職

3

場を確保したい、という意識がひとつ。またさらに高齢になった時の介護費用や医療費などをみすえ

て、先々でできるだけ経済的な不安に陥らないよう、収入を確保しておきたい、という意識がひとつ。

特に、年金が支給されるまでは、これまでどおりでなくても「なんらかの収入は必要」と考える人たち

が多くいます。また、働かなくては生活が維持できないことも多いと思われます。

「退職世代は裕福」は幻想？　ボランティア・市民活動の暮らしにおける意味

　世間では、団塊世代が退職したら、すぐに裕福な消費者として世の中で自由を謳歌し、今までできな

かったレジャーや趣味などに取り組んだり、住宅リフォームや別荘暮らしを考えたりする、というよう

なイメージが繰り返し報道され、実際に、旅行会社やゴルフ場、物販会社などによる、消費者としての

団塊世代への攻勢も多く目にします。けれども、現実に、贅沢な旅行やグルメなどにはしることができ

る人たちは、退職世代のうち、どれだけいるのでしょうか？　

　たとえ、退職直後は、これまでの自分の働きへのご褒美として、自由時間を謳歌したい、と、気まま

にのんびりしたり、夫婦旅行をしたり、ゴルフ三昧をしたり、などなどを楽しんだとしても、いずれ

は、それだけでは生きていく支えにはならないことに気づくことになります。「のんびりだけではつま

らない」と気づく最初の時が、だいたい「退職して3か月後」という人がいます。それから「さて、こ

れから自分はこの先、どうやって生きていくのか」と真剣に考え始める、というのです。

　実際、退職後さらに20年ぐらいの人生があるであろう、と仮定すると、贅沢に遊んでばかりいられ

る余裕がある人たちなどほとんどいない、といっても過言ではないでしょう。誰もがたっぷりの退職金

とともに企業から退職するわけではないことを、まずは、きっちり意識しなおす必要があるでしょう。

　その仮定に立ったときに、人が人として、地域において生き生きと暮らすための糧のひとつの選択肢

として、地域活動／ボランティア・市民活動をどう視野にいれていってもらうのか？　それがこの研究

の目的でもあり、これまで退職世代をターゲットとしてプログラムを企画運営してきた人たちの目的で

あることをあらためて、認識しておきたいと思います。

必ずしも　ボランティア・市民活動である必要はない？

　とはいえ、退職世代の生き方について、なにがあってもボランティア・市民活動にかかわってもらわ

なければならない、というわけではないはずで、まずボランティア・市民活動ありき、のメンタリティ

も一度捨ててからあらためて考えてみましょう。

　退職世代にとって、仕事への意識が強いならば、再就職したり、シルバー人材センターなどに登録し

て、テンポラリーな仕事をするなど、これまでとは違う働き方を模索することもあるでしょうし、生活

にある程度余裕がある人たちが、趣味活動に生きがいとつながりをもつこともありえるでしょう。ま

た、家族や友人とのかかわりで充実した暮らしをつくることができる人もいるでしょう。一方で、退職

を契機に、自分の親の介護に携わることになる人たちもいることでしょう。　

　ただ、ひとつ明らかなことは、人は社会的存在であり、一人では生きていけないことです。なんらか

の社会的つながりをおのずと必要とするわけで、その確保手段のひとつの選択肢が、地域活動なりボラ

ンティア・市民活動であるのだろうと思います。

　一方で、退職世代前後の人たちの多くは、社会に貢献することの大切さをかなり意識しているよう

にもみうけられます。「ボランティア・市民活動」という言葉は使わなくても、社会的に意味のあるこ

と、価値のあることにかかわりたい、という気持ちがあるようなのです。もっと単純化すると「自らの

有用感をもちたい」「自分の行動に感謝されたい」「自分の技術や知識を自慢したい／ほめられたい」と
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いった願望も見え隠れします。

　そのような社会貢献意識を、ちょっとした「思いやり」「おてつだい」「親切」「おすそわけ」「おたが

いさま」「おせっかい」といった言葉に置き換えてみれば、彼らにとって少々敷居が高くみえるかもし

れない地域活動やボランティア・市民活動も、遠いものではなくなるかもしれません。

	 きっかけはいろいろ　お誘いの力　

仕掛けはタイミングとメニュー

　退職世代が地域活動やボランティア・市民活動にかかわるようになるか否か、のひとつの鍵は、退職

世代の人たちの「気持ちがそのようなことに向いたときにぴったりの働きかけができるか？」「意に染

むメニューがそのとき目の前にあるか」あるいは「期待感をもたせることができるか？」でしょう。

　まさしく、一期一会に近いものがありますが、そうそうかんたんに、タイミングがあうとはかぎりま

せんから、情報を提供したり、働きかけを行う側は、忍耐強く、気長にあきらめずに発信し続けたり、

場をつくり続けることが大切になります。こつこつ、日々の積み重ねを行っていくうちにいずれタイミ

ングがあうときがくるはずです。

　ただし、気をつけなければいけないのは、その世代の人たちに参加してもらいたいがゆえに、熱意あ

りあまって無理強いしたり強制したりするのはご法度であることです。

　また「すべての人に」とは考えないことも大切なことのように思われます。むしろ、なんとなく「こ

のままではまずいのではないか」と不安をもっている人、わずかでも社会的な活動に関心を示した人を

とりこぼさないことを鉄則とし、なるべく間口を広く、メニューをいろいろ用意することによって、入

り口をくぐってくる人を増やしていくことを考えることが得策ではないかと思われます。

人に誘われることがいちばん

　現在、すでに活動にかかわっている人たちのお話をきいてみると、活動にかかわるようになったきっ

かけは、実に人それぞれで、その人の性格、家族状況、興味の対象、おかれている環境、タイミング、

など、いろいろな要素によって影響を受けており、これといった決め手はない、という現実がありま

す。しかしながら、きっかけはさまざまであっても、自らの意思の有無にかかわらず、人づての力の大

きさはダントツであったことはまぎれもない事実です。

　これまでお話をうかがってきた方たちの入り口を類型化してみると、以下のようになります。

1） 人が介在　夫婦円満の副次効果も？
　「積極的に誘われた」「ひっぱっていかれた」から「会話で話題にのぼった」「ちらしをもらった」

ぐらいの軽いおさそいまで、人が介在する度合いはいろいろですが、　ちょっとシャイな退職世代の男

性には「人からのお誘い」「知人がすでに活動している」などが最も強力なきっかけであり、入り口に

なっています。知り合いや先輩に誘われて「様子を見に行くだけのつもりだったのに、すっかり楽しく

てはまってしまった」という台詞をたくさん聞きました。

　特に、妻の働きかけや妻のつぶやきの効力は大のようです。すでに福祉施設のボランティアをなさっ

ている妻が「棚をなおしてくれる人探しているけど、行ってみない？」と声をかけたり、妻から「社協

4

困惑する本人たちのつぶやき

脳内
イメージ

❷
どうやって

1日をすごしたら
  いいのかな～？

❸
仕事仕事で

趣味らしいもの
なんかないし…

❻
地域のことを
知らないのは

まずいかも…？

❶
年金が

もらえるまでは
もうすこし
働かないと

❹
最近家族以外と

口をきいていない
ような気がする

❺
もっと

生きがいに
なることを
したいな～

❼
講演会とか

イベントって
どこで情報を

得るのかな～？

❶ 年金がもらえるまではもうすこし働かないと、これからの暮らしがこころもとないな～。で
も、前みたいに、仕事だけの生活もいやだな～。

❷ 仕事に行かなくなると、どうやって1日をすごしたらいいのかな～？　喫茶店や図書館で閑そ
うなおじさんたちをたくさんみるけど、みんな元気がないのが気になるね。僕はそうはなりた
くないんだけど…。

❸ 「退職したら趣味に生きなさい」なんていわれても、仕事仕事で趣味らしいものなんかない
よ。　

❹ 仕事やめたら会社の友だちとも連絡を取らなくなってしまったな～。最近家族以外と口をきい
ていないような気がするけど…。このままじゃあっというまに老け込んじゃいそうだ。

❺ 仕事やめてゴルフや旅行三昧と思ったけど、毎日・毎日そんなことばかりしていてもつまらな
いな～。なにかもっと生きがいになることをしたいな～。

❻ 地域のお隣さんの名前も知らないし、近所に公園があるのかどうかも知らないな～。もっと地
域に根をおろした生活をしたいな～。

❼ ただで聴ける講演会とかイベントってどこで情報をみつけたらいいんだろう？　通勤しないと
駅にも行かないからね。

？
？ ？？
？ ？？

？ ？ ？？ ？？

退職前後のもやもや編
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でメタボ対策講座をやるらしいわよ」とちらしを渡されたりしたことをきっかけに、活動にかかわるよ

うになった退職世代の男性たちにも実にたくさん出会いました。そういう意味では、妻たちの理解を得

て、彼女たちが媒介するような仕掛けをもっと考えてみることも一考の余地があります。イベントなど

の参加条件で「夫婦同伴のこと」としているプログラムもあちらこちらでみかけました。実際「ボラン

ティア・市民活動にかかわったから、夫婦の会話が促進されて、家庭内円満になった」という副次効果

も聞こえてきました。

　ただし、必ずしも、夫婦同じ活動に参加するのが望ましいわけではなく、イベントなどの際はともか

く、日常的な活動は、それぞれの関心・興味にあわせて、別のグループや別の種類の活動のほうがよい

場合が多いようです。

2）媒体や場の効果も　市町村の『広報紙』が人気？
　人づてでなく、文字情報からなにかしらのきっかけを得ようとするとき、退職世代の方たちは、新聞

やその折込に入っている市町村などの広報紙（戸別配布の地域もあるようですが）をくまなく読まれる

ようです。そのような広報紙に載っていた講座に参加して、ボランティア活動にはまった人も多々おら

れるようです。この世代の人たちは、新聞や折込の広報紙やお知らせなどを情報源としてよく使ってい

ます。このことについては、次の中間支援の章でさらにふれます。

さそわれ系の経路

妻
同級生

お隣さん
近所の顔見知り
自治会の人

会社の先輩・
後輩・同僚
会社関係の
知り合い

が ちらしをもってきた

に 勧められた

に つれていかれた

に ひきずられた

が 話しているのをきいて
　 興味をもった

地元の友だち
知り合い

活動・講演・イベントに

参加

　公民館など、公共の施設に出向いて、地域でどのようなことに関心がむいているのか、様子見をした

方にも何人も出会いました。

3）きっかけとなる活動や講座、コーディネーターなどの影響力
　ボランティア入門講座修了生や、セミナーなどの参加者で、元気のいい人、意欲の高かった人、関心

の深かった人などを、社協など、講座やセミナーの仕掛け人やコーディネーターなどがしっかり観察し

て、そのような人たちを促してグループ形成に導く、というのもボランティア講座ではよくある話です

が、この手法の効果は退職世代についても例外ではありません。大切なのは、場と人とグループダイナ

ミクスを読むコーディネーターの側の力量です。メンバーの思い、力量、性格、行動パターンなどをよ

く観察してうまくつなげられると、活動グループとして大化けする事例を、ヒアリングでも目の当たり

にしてきました。

　まったく何もわからないままに、社協のボランティア・市民活動センターに相談に行った際、コー

自分でさがした場合の媒体・経路

他の会合から情報を得た
友だちなどが話しているのをきいた

地元の社協ボランティアセンター
広域のボランティアセンター
NPOセンター
他のNPO ／ボランティアグループ　
公民館
自治体の窓口

に相談
した

ポスター
ちらし

を見かけた

インターネット情報
新聞

で探した

のお知らせ（新聞の折り込みなど）を見た

都道府県
市区町村
都道府県社協
市区町村社協

クチコミ

駅
公共施設
スーパー　
ボランティアセンター

で
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ディネーターがとても丁寧な対応をしてくれたことに感激して、根気よく自分のやりたいことを探し続

けることができた、という人もいました。

　そのほか、今回のヒアリング対象にはいませんでしたが、大学の同級生や大学のサークル人脈でも、

グループ形成ができるのではないか、というアイディアもだされました。50歳を過ぎると、なぜか急

に同窓会のお誘いも増えるのですが、それは、子育てなどもひと段落し、自分の時間や自由になるお金

が少しでき、青春時代を懐かしみ、リフレッシュしたい、という意識と同時に、同世代に仲間をつくり

たい、という潜在意識も働いているのかもしれません。そのような場にボランティア・市民活動にかか

わる人やボランティア・コーディネーターなどが参加した場合、場の空気を読みながら、ボランティ

ア・市民活動の魅力について、話題にのせ、きっかけづくりをする、というのも、ちょっと意識してみ

るとよいのではないでしょうか？

グループの形成過程（サンプル）

◦同級生の集まりから活動グループ化

◦入門講座終了後にボランティア・コーディネーターの働きかけでグループ化

◦養成講座の修了生が自発的にグループ形成

◦行政からの働きかけに応じた、すでに別の活動をしていた人たちが実行委員会を形成

	 参加者のタイプもいろいろ

　先に述べたように、ボランティア・市民活動への参加者は、いろいろなチャネルを通して活動の流れ

に身をまかせるようになりますが、参加者はまさしく十人十色、実に個性的で、一人ひとりまったく違

うといっても過言ではありません。だからこそおもしろいのがボランティア・市民活動ですが、それゆ

えに仕掛ける側、コーディネートする側が留意しなければならないこともたくさんあります。

退職世代の男性によくみられる特性

　男だから、女だから、という言い方はあまり好ましくないこと、また、「男性」とひとくくりにする

ことは非常に多彩な人たちが世の中にはいることを考えれば無謀かもしれませんが、あえて、これまで

の経験やヒアリングからうかびあがってきた、退職世代の男性によくみられる特性をあげておきます。

良し悪しではなく、あくまでも「傾向」であり、その現われ方も人それぞれですから、参考として、記

憶の隅にとどめてみてください。

　先にも述べたように、退職前後の男性たちには、社会貢献感、社会における自身のお役立ち感を確認

したい意識があるようです。ボランティアの行いに対して節目節目に認知／奨励／感謝を示すことの大

切さは長年にわたっていわれてきたことですが、退職世代に対しても同様です。また、社会貢献感をも

ちたいことと表裏になりますが、正義の味方のような行動への希求もありそうです。

　上記のことは、節目節目での達成感の確認にもつながりますが、その表裏にあるのが、一定のゴー

ル・先行き・展開プロセスの提示の必要性でもあります。活動が何のため、誰のため、何ができれば成

5

脳内
イメージ

妻のつぶやき
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❻
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❸
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❷
真空パックにいれて
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❶ これまで会社と家の往復だけ。趣味もないあなたと楽しい老後なんてどうやって考えたらいい
のかしら…？

❷ うちの主人ったら、なんにも家のことやってくれないの。といって、外で何かしているわけで
もなく、ごろごろしているだけ。「普段は真空パックにいれて押し入れにしまっておいて、必
要なときだけとりだす」なんてできないかしらね～。

❸ うちの主人は、電気仕事やら大工仕事やらが大好きで、それさえやっていれば幸せみたい。で
も、家は狭いし、これ以上直すところもないから、どこかでやらせてもらえないかしら？

❹ うちの主人みたいに、無趣味で引っ込み思案な男性が何かしらやりがいのあることを見つける
方法がないかしら？

❺ 勤めていた時から、主人に地域の寄り合いに参加してきてもらってよかったです。退職後、す
ぐに自治会のお手伝いさせてもらえて、何だか頑張ってやっていますよ。

❻ 退職前に2人で「夫婦deボランティア講座」に行っておいてよかったわ。参加しているのは別
の活動だけれど、共通の話題ができてなんとか家で会話ができるのよ。

❼ 私のやってるボランティアグループで男手が必要な時に、主人に頼んで手伝ってもらったら、
それからボランティアにハマッちゃって、今は2人で活動しているのよ。

❼
今は2人で

活動しているのよ

❹
ひっこみ思案な人が

参加する方法が
ないかしら？

どうしましょう？

困ったな？
よかった…
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功なのか、そこに到達するためのプロセスやタイムスパンはどのようなものか、という一定の見通しを

もってかかわっていくことを望む傾向があるようです。このことは、職場で仕事をすすめていく上での

方法論であり、生活習慣に身についたものからくる考え方なのかもしれません。場合によっては、退職

世代の人たち自身に到達プロセスを考える企画段階から加わってもらうことも一考かと思われます。

　また、退職世代に限らず男性全般の特性かも知れませんが、どちらかといえば直線的な展開のほう

が、気が楽なようです。比較的年齢層が高い女性のボランティアグループなどでは、同時並行でいろい

ろなことを展開したり、その場で次々に状況が変わっても臨機応変に対応していくことが日常的におき

ますが、男性の場合、目標にむけてまっしぐら、のほうが動きがよいようです。

　退職世代にかかわるプログラムの企画運営にあたる人は、以上のようなことを参考にアプローチした

り、プログラムに工夫を加えてみることもひとつではないでしょうか。

参加者側にとって大切な価値　過去は捨てて今に生きる

　一方、参加者の側、すなわち退職世代の人たち自身が、ボランティア・市民活動によいかたちでかか

わっていくには「いくつか心にしっかり留めてほしいルールがある」と現在活動にかかわっている人た

ちはいいます。

　そのひとつは、「過去の肩書きを一回しっかり捨て去る」こと。どれほど有名な大企業で高い地位に

いたとしても、地域では一年生であり、むしろ、教えをいただきながら学んでいくプロセスに身をおい

ていることを自覚し、謙虚な一人の人間としてふるまわなくてはなりません。また和をもって尊しとす

ることも大切、といわれます。

　ボランティア・市民活動の身上はすべての人が対等でフラットな関係性により展開していくことであ

り、基本的には、参加者の合議により合意形成し、役割分担による違いはあるとしても、外の世界の上

下関係はもちこまないことが鉄則です。

　退職後、張り切って地域活動に参加した男性が、現役時代そのままにバリバリやっていたところ、し

ばらくすると、彼の指示命令口調に嫌気がさした周りの女性たちから総すかんをくった、ということは

よく聞く話です。男性たち同士の間でも、仕切る一方の人や、相手の話をきちんと聞けない人・相手を

尊重できない人は煙たがられるようです。

　それぞれの知識・経験は、ことさらふりかざさなくても、活動のなかに自然とにじみでてくるもので

あるし、だからこそ役に立つはずです。そのようなことを肝に銘じて、この世界に足をふみいれてほし

い、というのが、経験者たちの切なるアドバイスなのです。

じっくりたどりつけるゴールを設定

　また、先にも述べましたが、退職世代の人たちがボランティア・市民活動に参加するまでにはいろい

ろな紆余曲折を経てきています。これまでの生活習慣を変えていくにはエネルギーが必要ですし、まず

は仕事から解放され、ほっとする時間も必要でしょう。地域に本当に目をむけ具体的な活動にふみこむ

までには、気持ちの余裕がでてくることも必要かもしれません。

　退職世代の人たち自身も、ゴールは気長に、5年10年のスパンでじっくり考えて、すこしずつ動いて

いけばいい、と割り切ることが大切かもしれません。一方で、「漠然でもいいから、直近のゴールと遠

くのゴールのイメージはもったほうが、生きやすいと思う」と自らの経験から語る人もいました。

	 関心のありそうな人へのアプローチのこつ

基本は同じ　入り口を広く　親しみやすく

　退職世代の人たちの関心をボランティア・市民活動に向け、活動者になってもらうための具体的な進

め方の基本は、通常のボランティア・市民活動の推進の考え方・アプローチと同じことです。社協でい

うならば、福祉教育のプロセスと大きく重なります。

　すなわち、地域のニーズを理解し、それらに即した、さまざまな地域資源／社会資源をプラット

フォーム化し、協働でプログラムを立案し、関心のある人たちの注意を喚起し、ともにプログラムを育

てていき、必要に応じてフォローアップをし、ということにつきるのです。

　ただし、退職世代、特に男性たちの特性に留意した仕掛けや、入りやすい入り口の設定、関心をもち

そうなプログラム・メニュー、楽しんで続けられる場づくりなど、一定程度の配慮はもちろん必要にな

ります。

自主性の尊重と楽しさの演出

　退職世代の人たちにボランティア・市民活動に関心をもってもらうにあたり、仕掛ける側は、あらゆ

る人を対象に考えないようにすることが大切でしょう。「あまねくすべてに」の原則はとりあえずすて

て、仕掛けに関心を示した人や行動を起こした人をまずはとりこぼさないことを優先することです。今

すぐに関心を示さなくても、タイミングやルーﾄが変わればまた状況が変化することもあるので、その

ときを待って、着実に日々積み上げていくことではないでしょうか。ことを急かず、忍耐と寛容と観察

をベースに、必要なときに必要な支援を提供できるようにしたいものです。

　先にも述べましたが、退職世代の人たちは、無理強いを嫌いますし、義務感からの活動は続きませ

ん。また、ただついていくだけの活動でも続きません。さらに、「楽しさ」の質はいろいろですが、お

話を聞いた方々は、みな、「楽しいから続いている」と口々に語られました。「自発性・自主性」と「楽

しさ」を大切にできる環境が入り口であり、継続への条件のなかでも重要な要素、といってもよさそう

です。退職世代の人たちの気持ちをよく知り、その気持ちを尊重し、丁寧に対応していくことが大切で

しょう。

　一方、すでに活躍している人には、次の人に楽しさを伝えるメッセンジャー／ロールモデルとしての

役割を果たしていただきましょう。退職世代の人たち自身が相談窓口になったり、イベントの際に経験

を共有する場面に登場する、といったことはすでにあちらこちらで取り組まれていることです。自ら

も紆余曲折を経て活動にかかわるようになった人たちが、「好きなことを無理なく楽しくやっているの

だ」というメッセージをうまく伝えることができれば、イメージをつかみにくいと思っている人たち、

迷っている人たち、情報を得にくい人たちも、より積極的に関心をもつようになるのではないでしょう

か。

「冷房代の節約」もお誘いの言葉に？

　たとえば、先にも述べてきたように、退職世代にいつアプローチをかけるのか、誰がかけるのか、ど

のようなチャネルからかけるのか、ということは大きな要素になります。

6
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　先の『3か月理論』からいうと、3月末で退職した後の夏頃、しばらくは自由に暮らし、遊ぶだけの

生活に少々飽きてきて、人恋しくなったり、頭や身体をちゃんとつかった活動にかかわってみたい、と

思い始めた頃に「家にいるより、冷房代の節約にもなるし、ちょっとおでかけになりませんか？」と入

門講座などにお誘いしてみる、などというのも、けっこううけるのではないでしょうか？

　次の中間支援の役割のところですこし詳しく述べますが、地元の社協や行政と組むことによって、お

誘いをかけているグループや組織などが、きちんとした組織であることを示し、安心感を演出していく

ことも大切です。

的確な情報提供と豊富なメニュー

　人の気持ちは移ろいやすく、特に現代人はせっかちです。そのため、自分が関心をもって、情報を探

したとき、すぐにめざすものが入手できないと、また気持ちがよそにむいてしまいます。適切な時に、

適切な場面で、適切な人や適切なプログラムに出会えたら最高ですが、すべての人にそのような環境を

提供することはとてもかなうものではありません。

　2007年組以降の退職者は、若者世代とは比べものにならないとはいえ、職場で一人ひとりがパソコ

ンをもって仕事をするようになった第一世代ですから、インターネットもある程度使える人たちが多く

います。そのため、情報を提供する側、仕掛ける側としては、インターネットの情報検索にうまくひっ

かかるような工夫、広報戦略もこれからますます大切になってくるかもしれません。

　社協やNPOなど仕掛ける側や、プログラム実施組織のホームページやメーリングリストなどの使い

勝手やコンテンツの見せ方のさらなる工夫の必要性はいうまでもないことでしょう。

　イベント告知などのちらしやポスターなども格好よく、見栄えがする、あるいは気を引くものがあ

る、心に残るフレーズがある、など、対象者の目にとまると同時に、心に波風をたてるようなキャッチ

があることが求められます。

　また、関心をもった人でも情報がなかなかとりにくい現実があったことも、今回のヒアリングで多々

聞かれたことです。そのことに留意して、求めている人に届く方法をさらに模索する必要があります。

　次善の策が、プログラム・メニューを豊富にとりそろえておくことでしょう。退職世代の多様な人び

との興味を引く、気を引くなにかが必ず提供できること、まずはそこをめざしましょう。

自ら外に出てきにくい人たちに　どうアプローチするか？

　ただし、特段仕掛けがなくてもすんなり地域活動やボランティア・市民活動に関心をもち、すぐに門

戸をたたける人たちは、あまり心配する必要はなく、ごく普通のボランティア・コーディネーションで

ことたりるはずです。

　問題は、社協などの中間支援組織のことなどを知らず、情報入手力も低い人たち、なかなか既存のメ

ニューにのりにくい人たち、きっかけをつかみにくい人たち、などにどうアプローチするか、です。そ

して、そういう人たちがまずは、入り口をくぐったとして、どのようなプロセスを経れば継続性を引き

出すことができるか、次項に、いくつかプログラム立案にむけての留意点やヒントを提示します。ま

た、具体的なプログラム提案は第Ⅲ章にて行います。
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たいけど、女性が元気なグループはちょっとね…。男の人が中心のグループもあるかな？

❸ ボランティア活動について知りたいときはどこにいけばわかるのかな～？　いろいろ比べてみ
たいのだけれど、情報がよくわからないんだな～。

❹ ボランティア活動って特別な技術とかいるのかな？　あまり特技がなくてもできることがある
かな？

❺ 少し仕事しながらたま～にボランティア活動するってのもありかな？
❻ 体力があまりないけれど、家でできるボランティア活動もあるかな？
❼ あんまり人づきあいが得意じゃないし、自分から人に話しかけたりするの苦手なんだけど…。

僕みたいな人はどうやって地域活動とかボランティア活動に参加すればいいのかな～ ?
❽ もっと街のことを知りたいけれど、活動しながら自然に街のことがわかるようなプログラムっ

てないかな～？

❹
特別な技術とか
いるのかな？

❻
家でできる

活動も
あるかな？

ちょっと関心ある編

前向きなつぶやき

どこ？

あるかな？
できるかな？

なに？

❽
活動しながら
街のことも
知りたいね

❼
人と話すのが

苦手でも
できるかな？

❺
働きながら

できることも
あるかな？
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Ⅰ　退職世代をまきこむために

	 退職世代の人たちを活動にひきこむには
	 モチベーションからメニューまで

「自分ごと」として地域を考えてもらう

　退職世代の人たちの地域活動あるいはボランティア・市民活動への参加を推進するにあたっては、ま

ずは、退職世代の人たち自身のモチベーションを彼らのなかにしっかり根づかせることが必要となりま

す。そのひとつの切り口として、「自分ごととして地域を考えてもらう」ことがとても大切ではないかと

考えられます。

　右頁の例では、大きな問いから、身近に引きつけて、さらなる問いを深めていくことによって、問題に

気づき、自分としてそれらにどう対応したいか、自ら考えていくはずみにしよう、というものです。自分

が暮らす街がどうあってほしいか、自分に引きつけて考えられるきっかけを提示し、地域のこと、社会の

ことを「自分ごと」として考えられれば、活動への意欲がしっかり定着するのではないでしょうか？

趣味や特技が生かせることは幸せ

　また、退職世代に限らず、人は、自分の好きなこと・趣味・得意なことを、もっと深めたい・人の役

に立てたい・誰かとシェアしたい・誰かに自慢したい願望をもっています。退職世代は特に、これまで

仕事中心の暮らしで、なかなか趣味や関心事に時間を割くことができず、もどかしい思いをかかえてき

た人が多いので、そのような切り口から場を提供し、そこで、仲間をつくってもらったり、活動を自分

で考えたり、など背中をおしてあげてみるのもひとつでしょう。

　「しみんふくし滋賀」が借りている、近江商人の邸宅の庭は、何十年も放置され、まるで森のように

木が生い茂っていたそうです。そこで、退職世代向けの園芸教室で学んだ退職世代の男性たちが、実習

場所・技術を生かす場所として庭の手入れに協力することになり、教官の指導のもと、実に見事に庭と

して再生させ、いまもそのメンテナンスに定期的に入っています。そのほかのグループでも、運転好き

の人たちが移送ボランティアとして活躍したり、大工仕事・修理仕事が得意な男性たちが、作業所の備

品をつくったり、作業用具の工夫改良に知恵をだしたり、など、特技を生かして実に楽しそうに活動を

続けていました。

　ある町では、鉄道模型マニアの男性が、個人所有のジオラマを商業ビルの一角にもちこんで、通りす

がりの人誰でもが一緒に遊べるようにし、子どもからお年寄りまでいろいろな人を楽しませています。

これも、自分の楽しみであるとともに、地域の人たちの会話や交流を促し、地域の人たちの絆を深め

る、ボランティア・市民活動のひとつのかたちということができるでしょう。

　

お試しの間口は広く

　ひとくちにボランティア・市民活動といっても、その分野、種類、活動形態は、千差万別です。ボラ

ンティア・市民活動に関心をもった人たちのうち、当初から、やりたいことや、関心領域が明確な人

は、比較的かんたんに情報を入手できるのでしょうが、どのようなことができるのか、どのような参加

の仕方があるのか、具体的にはどのような活動をしているのか、ほとんど知識や手がかりがない人たち

のほうが多いのが現実でしょう。

　そのような人たちが訪れてきたとき、入り口のプログラムの間口の広さ、バラエティの豊富さ、そし

て相談者やコーディネーターの対応の良し悪しが、その後、彼らが実際に活動者として定着していくか

どうかの大きな分かれ目になると思われます。

　メニューはそれこそ、無限に考えられるわけですが、魅力的で、親しみやすく、気軽にお試ししてみ

たいと思わせるようなプレゼンテーションにも配慮が必要でしょう。また、必ずしも、活動に直結して

いないようにみえる街歩きや農業体験プログラムでも、そこで発見したことや、気づいたこと、あるい

は感激したことなどから、ボランティア・市民活動に展開していくことは、推進者にとっての醍醐味で

す。そこで参加者に、なんだかこの先楽しいことが待っていそうだ、という期待感をもたせるのも、

モチベーションづくりのヒント

◦70歳になったとき、自分の街がどうあってほしいか？
どんな環境で暮らしたいか？

どのようなことが課題になるのだろう？
そのためには何が不足しているの
だろうか？

自分が改善にかかわれることが
あるのだろうか？

みんなでどのようなことが
できるだろうか？

◦大規模災害がおきたら自分の街はどうなってしまうのか？

災害時の支援体制はどうなっているのだ
ろう？

災害時にはどのように身を守ったらいい
のだろう？
地域の人たちとどのように助け合いなが
ら生きていくのだろう？

災害被害を軽減するにはどのようなこと
がみんなでできるだろう？

災害時の支援活動にはどのような技術が
必要になるのだろう？

みんなで勉強したり、
話し合ったりしなくては……

それをイメージするには、
自分の街の今の姿も
知らなくては……

7



20 21

Ⅰ　退職世代をまきこむために

コーディネーターの腕のみせどころかもしれません。

　そして、具体的な活動にすすんでいくなかで、たとえばコーディネーターが、丁寧なコミュニケー

ションをとることにより、信頼関係を深め、よき相談者・アドバイザーとして、かかわっていくことは

とても大きな力になります。

 　　

	 	グループ長続きのこつ

あ・うんの呼吸で　ゆるやかに　フラットに

　今回、ヒアリングにうかがったなかで、楽しそうに活動を続けておられるな～、と感じられたグルー

プの共通項をあげてみると以下のようになります。

＊グループの会則などはないし、ないほうがうまくいく、と思っている。活動の出入りも自由で、し

ばらく顔を見せなかった人が、久しぶりに来ても、あたりまえのこととして受け止めるし、活動に

参加できないことが続いても非難されない。

＊グループメンバーの会費がないところも多く、あっても月に500円程度（飲み食い代はもちろん別

ですが）。ただし、NPO法人の場合は、会員制度をしくため、コアメンバーが会費を支払うばかり

ではく、サポーター会員などの会費を設定しているところもあり。

活動にかかる経費は、バザーなどに出店して販売活動をしたり、スーパーのレシート還元制度を利

用したりして造成。まとまった事業の場合は、社協、行政、財団などの補助金を申請することもあ

る。

＊月1回の定例会は、どこのグループもほぼ共通して実施。ここで、いろいろなことが検討され、決

まるとともに、活動を続けるエネルギー源のひとつであり、最大の楽しみになっている模様。

＊事務所や事務局は、法人格のある組織以外は、ほとんどのグループがもっていない。書類や記録な

どが必要なものについては、メンバーの誰かが必ずもっているから、大丈夫、といったゆるやかな

暗黙の了解でクリア。

＊活動は、無理なく、負担感なく、楽しく、が鉄則。自分たちが楽しいからその楽しさのおすそわけ

をする、という感覚。趣味・特技を生かせる活動が入り口になる場合も（ただし、押し売りになっ

てはだめ）。

＊外部からの依頼については、ボランティア・市民活動として実施することがふさわしい、とメン

バーが感じるものだけを引き受け、時には、お断りする勇気ももつこと、と考えている。活動の意

義を納得できることを大切にしている。

＊組織的には、フラットな関係・フラットな運営に徹し、柔軟で、あ・うんの呼吸でものごとをすす

める。役割分担はあるけれど、メンバーみんなが共同リーダーのようなもの。

＊短期・長期の目標や夢をもっていること。たとえば、愛知県の「半田市災害支援ボランティア・

コーディネーターの会」は「人口100人に一人は、災害時の知識をもっていることが望ましいの

で、研修修了生を1200人にまでしたい」という目標をもって研修会を地区ごとに開催している。

また、群馬県太田市の「よろずや余之助」は、「次は、若者を巻き込んだフォーク喫茶活動を展開

したい」など、自分たちのやりたいことの実現にむけて着々と動いている。

＊グループのサイズや活動範囲などを無理に広げること、組織を大きくすることなどには、ほとんど

関心がない。マイペースでできる範囲を丁寧に、という身上を貫く姿勢。

「男性だけ」がいい？　それとも？

　グループメンバーは「男性だけだからいい」のか「メンバー構成にはこだわらない」のか、いろいろ

な意見があります。今回は「男性だけのほうがグループとしてはやりやすい」とおっしゃる方たちにた

8

お試しからはまるまで

に参加してみた
ボランティア入門講座

趣味のグループ
（写真・ガーデニング・大衆演芸・大工仕事　など）

地域を歩く会／バリアフリー体験会

男の料理教室／そばうち塾／コ−ヒー教室

地域福祉を考える会／地域福祉計画策定グループ

災害ボランティアコーディネーター講座／防災・減災講座

農業体験プログラム

田舎暮らし体験プログラム

韓国語教室

仲間ができて
グループ形成

ぼちぼちenjoy すっかりはまって
夢中に

責任感とプライドを
もって中心メンバーに

ボランティアコーディネーターに
のせられてグループ形成

すでに活動している
グループに参加

イベントなどの
ときだけ参加（　　　　　）（　　）（　　　）（　　 ）
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脳内
イメージ

❼ 退職したら趣味三昧って思っていたんだけれど、家ではなかなかスペースがないから、近くの商店街の
人と話をして、鉄道模型のジオラマを子どもたちと一緒にできる場所をつくってもらったんだ。毎日、
子どもたちがたくさん寄ってくれるし、子どもだけじゃなくて、大学生や大人もくるから友だちもふえ
たよ。近くの障害のある子どもたちの施設に出前する話もでてきたんだ。

❽ このあいだ友人に会ったら「ボランティア活動って儲かるの？」なんてきかれちゃったよ。もっとボラ
ンティアについてきちんと知ってもらう努力が必要だね。

❾ 地域のことや社会のことに関心のない友だちに、自分がやっていることをうまく説明できなくてね。ど
うしたら、このおもしろさをうまく伝えられるかな～。

� 退職する前から、少しずつでも、自分の暮らし方とか趣味とか地域のつながりとか、ちゃんと考えた
り、準備しておけばもっと楽しかったかもしれないな～。もちろん、退職後でもまにあうけどね…。

� あんまり最初からリキいれないで、ぼちぼちやればいいんじゃない。無理はしないが一番だよ。
� ボランティアだからっていい加減なことはしないよ。たまり場で提供するコーヒーの質にはとことんこ

だわっているさ。もちろん赤字にならない範囲だけど。
� これまで会ったことのないような人に出会えたのがうれしいね。今では地域の仲間が僕の宝物だよ。
� 難しい問題にぶちあたっても、後に仲間がいてくれる安心感があるから、前に進めるよ。
� 人間関係に上下関係がないこともいいね。

❷
すっかり

はまっちゃったよ

❺
孫がたくさん
できたような

ものだね
❽

PRが必要だね

❼
地域にたくさん

顔見知りができて
楽しいよ

❹
特技や技術を

地域におすそわけ
しているような

ものさ

❸
すっかり

レギュラーに
なってね

❶ 僕は退職前からセミナーとかに参加したから、ときどきボランティア活動したり、仕事もちょっとした
り、めりはりもって楽しくくらしているけど、Bさんは急に老け込んでしまって心配だな～。僕の参加
しているグループは楽しい仲間もフランクな人ばかりだからこんど誘ってみようかな。

❷ 近所のKさんに誘われて近くの福祉作業所の修理の手伝いに行ったら楽しくってすっかりはまっちゃっ
たよ。家じゃできない大工仕事も思う存分できるしね。最近は、他の施設からもお声がかかるんだ。

❸ うちの奥さんにちらし渡されて、あんまり興味なかったんだけど閑だから行ってみた「地域を歩こ
う」ってプログラムが発見がいろいろあって楽しかったものだから、すっかりレギュラーになってね。
いまそのグループでは、災害の時の避難経路を調べたりもしているんだ。

❹ 昔からの仲間が集まったときに、俺らもいい年になって、自分たちだけで遊んでいてももったいないか
ら、自分たちの特技や技術を地域におすそわけしよう、なんて殊勝なこと考えたやつがいてね、それで
いま「べんりやさん」稼業をときどきやっているよ。地域にはちょっとしたお手伝いが必要な人ってた
くさんいるんだよね。

❺ 仕事やめてぶらぶらしていたら、近くに市民農園があったので、さっそく会員になって農業のまねごと
しているよ。隣の区画を借りている近くの保育園のおちびさんたちともすっかり仲良くなっちゃって、
孫がたくさんできたようなものだね。保育園のバザーにお野菜を出品することもあるよ。

❻ 地域にはたくさん発見があるよ。まずは経験してほしいね。

❾
おもしろさを
伝えたいね

�
ぼちぼちやれば
いいんじゃない

�
退職する前から
準備しておくと

楽しいんじゃない
かな～

�
ボランティア
だからって

いい加減なことは
しないよ

謳　歌　編

❶
こんど

誘ってみようかな

�
これまで

会ったことの
ないような人に
出会えたのが
うれしいね

無理しない

伝えたい 広がる
おすそわけ

めりはり お誘い

楽しんでいる人たちからのエール

❻
まずは経験して

みようよ

�
仲間が

支えてくれる
安心感があるよ

�
フラットな
人間関係が
大切だよ
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くさん出会いました。といって、女性と一緒になにかやりたくない、というわけではなく、ほとんどの

グループが、女性たちとはいい距離感をもって、協力関係にあります。

　たとえば、廿日市市の「壮年チーム」の高齢者や障害者の旅行プログラムには、女性がサポーターと

してたくさんかかわっています。グループのメンバーがかかわる配食サービスの食事をつくっているの

は女性のグループで、配達の一部を男性が担当しています。

　一方「男性だけで活動していると、経験も少なく、議論が限定されてしまうので、女性ともっと一緒

にやったほうがいい」という意見を表明された方もおられます。

　グループの構成員が男性だけのほうがうまくいく、と考える人たちが多くおられたのは、たぶん、先

に述べたように、男性と女性で、物事の進め方や、思考プロセスなどが気質的にあるいは、習慣的に異

なる場合が多いことによるのでしょう。

　特に退職世代の男性は、長年の職場勤めで身についた人間関係のとり方、時間の使い方、生活の様式

から脱却・巻き戻しをして、地域での生活時間や地域での人間関係のつくり方に慣れ、自らのものにし

ていくプロセスを通る必要があるようです。そして、そのプロセスの渦中は、むしろ、男性同士で粛々

と活動したほうが「ペースが守れて気が楽」という人たちもいます。他方、だからこそ男性だけで活動

しない方がよいのではないか、という意見もあります。

シンボルをもつことも

　ヒアリングをさせていただいたグループのいくつかは、活動の際に身につけるそろいのジャンパーや

エプロン、帽子などをつくっていました。グループメンバーとしての絆を強めることになるとともに、

活動者の身元を明らかにし、責任と信頼の証しとしての意味あいもあります。

　いずれにしても、上下関係やがちがちの組織論理に縛られない、柔軟で民主的なグループ運営が、グ

ループ長続きのコツのようです。

	 課題と価値

ジェネレーションギャップ

　いわゆる団塊の世代といわれる年齢層の人たちと、直近の上下の年齢層は、必ずしも、友好関係に

はないらしい、という指摘もあり、そのため、すでに活発に地域活動やボランティア・市民活動にか

かわっている退職世代の人たち（65歳以上、中核は70歳代ぐらい）のグループに、新たに退職した人

たちがすんなり入っていけるかどうか、については配慮が必要かもしれません。もちろん、ケースバイ

ケースであるとは思いますが、これから活動に参加していこうという人たちが、既存のグループにうま

く入れそうか、あるいは、別のグループを新たに立ち上げたほうがうまくいくのか、コーディネーター

がよくみきわめることも必要でしょう。それぞれの人の性格や行動パターンによって、初期段階から自

分たちで遠慮なく自由に議論できたりものごとを決めたりできるほうが、やる気をそがれることなく続

けられる人もいるでしょうし、むしろ、すでに実績のあるグループで、先輩たちの経験を吸収しながら

活動をすることが気性にあっている人もいるかもしれません。

無償性と経費の考え方

　ボランティア・市民活動は無償であるべきだ、という考え方があります。一方で、助け合い組織、い

わゆる住民参加型在宅サービス団体などは、有償であることが、利用者と担い手の関係をよくする、と

考えています。最近のコミュニティ・ビジネスなども、儲けることが目的ではないけれど、事業を円滑

に動かす資金はきちんと稼ぐべき、という考え方にたっています。経費や事業費収入の創出・還元など

は、非営利性が明確であれば、無償性をないがしろにするものではない、と考えられていますが、その

あたりは、受け止める人によって微妙にずれがあるようです。

　退職世代がボランティア・市民活動にかかわる場合、経費の負担について、二つの相反する意見が聞

かれました。

　「退職世代は年金しか収入がないので、里山の手入れや援農などで遠出する際の交通費がかさむとつ

らいし、活動への参加回数を制限しなくてはならなくなるから、交通費などの必要経費は支給されても

よいのではないか」という意見に代表されるものが一方の主張。

　もう一方には「自分たちは、あくまでもボランティアとして、自分たちのベストをつくすことにプラ

イドをもってかかわっており、経費負担も含めて自分たちが責任をもってこなしたい。謝礼をされた

り、経費を負担されたりしたら、かえって参加しにくくなる」という意見に代表されるような考え方も

あります。

　これらは活動に参加する退職世代の人たちの経済状況や、逆に活動先の経済状態もファクターとなる

ことでしょう。長く継続してもらうには、参加者側のもちだしは少なくおさえて、負担感を軽減した

い、という意識も働く一方、経費を支給されることによって、自由裁量の範囲が狭まっていやだ、とい

う意見もあるでしょう。

　これは、どちらが正しい、とか間違っている、ということにはならないでしょう。ただ、参加する人

たちと、それを仕掛ける人、あるいは活動先の人などが、きちんと、ルールを確認する話し合いを適宜

もつことは必要ではないでしょうか？　もちろん、慎重な議論と慎重な仕掛けが必要になると思います

が、経費の負担感でやる気のある人を排除することになってしまったら、それこそもったいない…。

過疎や経済的に厳しい条件にある地域の課題

　中山間地や、第一次産業を生業としている地域では、若い世代が都市部に流出し、人口も減り、高齢

化もすすむなか、ボランティア・市民活動以前に、地域のさまざまな役割を果たす人材すらたりない、

という現実があります。ボランティア・市民活動で地域ニーズに対応したくても、担い手が少ないため

に、人材の引っ張り合いもおきています。本研究では、そのような地域にどのような支援を提供する

か、というところまで踏み込むことはできませんでしたが、今後の地域福祉の重い課題として受け止

め、考えていきたいと思います。

退職前からの取り組みの充実を

　ヒアリングをした方たちの多くから「できれば退職前から準備をすることが望ましい」というご意見

をいただきました。「退職してからでも、もちろん時間はあるけれど、退職前から、いろいろな可能性

について調べたり、体験したり試してみて、自分が好きなことを見つけたり、関心領域を確認し、その

うえで、自分のこれからの生き方の方向性を考えておいたほうが、安心して退職できるはずだ」という

のです。

9
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　そのためには、中間支援組織が、もうすこし、前倒しで対象世代のことを考え、プログラム企画など

をしていかなくてはならないでしょう。中間支援組織の役割の章で、このことにあらためてふれます。

一人ひとりが生きいきと暮らしていくことができるように
　

　本研究のなかで、わかったことは、いかに退職世代が多様であり、その世代の人たちに、ボランティ

ア・市民活動に関心をもってもらったり、参加してもらったり、中核リーダーになってもらったりした

い、となれば、その多様さに見合った対応を仕掛ける側もしていかなくてはならない、ということで

す。

　同時に、それは、こと退職世代に限ったことではなく、あらゆる年代層についても共通してもつべき

認識であり、姿勢でしょう。

　ただ、これからしばらくの間は退職世代が大きい塊として存在することから、ここでの経験がポジ

ティブであるかどうかは、今後の中間支援組織や、NPOなどに大きな影響を与えることになります。

　退職世代が地域に戻ってくるペースが当初よりずっと遅く、また散発的でもあることから、まだ結論

はでませんし、一方、これからどんどん軌道修正も新しい動きができる可能性もたくさん残っており、

歩きながら考えていくことこそ、今大切にすべきことでしょう。

　ボランティア・市民活動を私たちが自ら行う、あるいは推進する理由は、人が人として支えあいなが

ら、心ゆたかに、生き生きと暮らせる社会に私たち、みんなの手でしていこう、という営みであるから

で、これまで、仕事中心の暮らしで、周囲のことや社会のことに積極的に参加できなかった退職世代の

人たちにも、ぜひ、その一翼を担ってほしい、という願いに基づいています。私たちが、地球の恩をい

ただきながら暮らしている生活者であり、一市民として社会を変えていく主体であるのだ、ということ

に退職世代の人たちが、あらためて思いをはせ、気づくきっかけづくりのお手伝い、そのひとつの手法

として、地域活動やボランティア・市民活動への関心をひきだせるような仕掛けをつくっていきたいも

のです。

中間支援組織等の役割

Ⅱ
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Ⅱ　中間支援組織等の役割

	 組織特性を生かした
	 中間支援の方法

1. 行政の場合　政策課題として

　行政が退職世代にアプローチする場合、1）自らが直接、企画実施にあたる、2）地域ですでに活動

をしている退職世代の人たちなどに声をかけて実行委員会を形成して企画運営にあたる、3）社協や

NPOなどに補助金を提供してプログラム実施を促す、などのケースがみられます。

　退職世代のプログラムへの行政関与というと、都市部において、公民館や教育委員会など、どちらか

というと教育系の部署が従来の生涯学習プログラムのひとつのスタイルとして、退職世代をターゲット

に、趣味の講座のメニューにバリエーションを加えたり、いわゆる退職後のライフプラニングや、生活

力アップの講座などを中心に行っていくことが多いようにみうけられます。

1）NPOとの協働で地域回帰を仕掛ける
　ヒアリングにうかがった青森県の場合は、若干事情が異なります。県庁の企画政策部が県の施策とし

て、特に首都圏などに暮らす、主として青森県や東北地方出身の退職世代のUターン、Jターンさらに

は I ターンなどを誘致することを主目的として、退職世代応援サイトを運営して、退職世代の暮らし方

への情報提供や提案などをしたり、東京で青森での暮らしのよさをアピールするイベントを行うほか、

青森県内のNPOなどと協働して長期滞在、ひいては定住の誘致を視野にいれたプログラムを実施して

います。

　特徴的なのは、ただたんに、観光や余生をゆっくりすごす、といったことにとどまらず、退職世代の

知識／経験を青森にもちこんで活かしてほしい、社会的な活動にかかわることにより、地域の活性化に

寄与してほしい、という意図を含んだメニューが用意されていることです。

　昨年実施された、青森お試しステイのプログラムでは、県内いくつかの地域にNPOのコーディネー

ターを委託し、地域での滞在先や日常のプログラム企画／連絡調整などを任せています。助走期間が短

かかったこともあり、参加者の数は決して多くはなかったようですが、参加者の反応は上々で、リピー

ターになりそうな兆しがあり、今後の展開が期待されています。

2）実行委員会方式
　調布市と鎌倉市では、いわゆる実行委員会方式ですすんできました。すでにボランティア・市民活動

にかかわっている退職世代のメンバーに　声をかけ、行政とともに、あるいは行政の支援のもとグルー

プを形成し、そのグループが中心になって、退職世代のニーズに寄り添った地域デビュープログラムを

企画／運営してきています。

　調布市では、「地域歓迎会実行委員会」が2007年に大規模な地域デビュープログラムを実施したの

ち、「調布わいわいサロン」という名称で、毎月、市民活動支援センターの一角で、ボランティア・市

民活動などに関心のある退職世代が気楽に立寄って活動やプログラムについて相談できるコーナーをも

うけ、実行委員のメンバーがそのままサロンの運営委員となって対応しています。ただ、相談コーナー

を開設するだけでは、なかなか人が集まってこないことから、最近は、毎回、テーマを決め、関連した

活動を行っているNPOのメンバーを招聘して、ミニトークを行うほか、まち歩きの会やそばうちの会

など、魅力的なプログラムの実施も併せて行うようになっています。

　鎌倉市の場合は、行政とNPOのメンバーによる協働組織である「鎌倉団塊プロジェクト実行委員

3 中間支援を担う組織の
	 バリエーション

　退職世代にかかわる啓発、広報、あるいはボランティア・市民活動等への参加の働きかけなどにつ

いては、地域のNPO等が直接実施する場合もありますが、特に、啓発／広報、ならびに活動参加への

きっかけづくりなどについては、中間支援型の組織が関与する場合が多くみうけられます。

　なかでも、退職世代については、いわゆるボランティア・市民活動の推進と大きく異なることとし

て、行政（地方自治体）の積極的な関与がみられることです。都道府県レベルでも、市区町村レベルで

も、いわゆる「団塊世代」は政策のターゲットのひとつと位置づけられているようです。そのため、こ

こでは行政も「中間支援組織」として整理しました。

　そのほか、都道府県・指定都市社協、市区町村社協、NPOセンターなどが中間支援組織としてさま

ざまなかかわりをしていますが、さらに退職世代の活動に特徴的であると考えられるのは、退職世代が

中核になって活動しているNPOなどの活動組織そのものが、中間支援的な役割を自ら果たしているこ

とです。

	 中間支援組織・行政の役割

　中間支援組織の役割とはどのようなもので、どのような動きをするものでしょうか？　一般には、以

下のようなことがあげられるかと思われます。

中間支援の役割／機能

◦啓発・広報　

◦活動推進のための仕掛けづくり　

◦プログラム企画　

◦プログラム実施

◦資金援助　

◦相談相手／トラブルシューター　

◦活動先や活動グループのマッチング　

◦モデル事業

◦ネットワークづくり　

◦事例紹介、助成金プログラムなど、情報提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　それぞれの中間支援組織の特徴や条件により、その役割や機能の果たし方には濃淡あるいは方法論の

違いなどがあります。

　特に、NPOが中間支援的な役割を果たしていく場合、自らの経験・ノウハウをベースに、臨場感や

現実性のある情報提供、コンサルテーションなどができるため、これからこの分野に参入しようとする

NPO等にとっては、一種のモデルとしての意味合いもあります。

1

2
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Ⅱ　中間支援組織等の役割

退職前からの働きかけを　企業や労組との協働も

　さらには、企業や労組との連携による退職前講座の仕掛けも今後、ぜひ積極的に推進してほしいとこ

ろです。

　地元の企業や商店会、あるいは大都市に本社をもつ企業の支社や営業所、労組など、勤労者層のライ

フプランニングに影響力を及ぼす組織と連携し、退職前のライフプランニングセミナーにボランティ

ア・市民活動について社協のスタッフが出向いて語ることができる時間帯をつくってもらう、ボラン

ティア・市民活動にはまった退職者たちの経験トークの時間帯をつくってもらう、プログラムの一環と

して、ボランティア・市民活動体験プログラムを組み込んでもらう、など、いろいろな仕掛け方がある

かと思われます。

　また、勤労者が週末などに参加できる、お試しプログラムは、これまでもさまざまなプログラムが実

施されてきていますが、さらにパワーアップして、気軽に、でもなんだか自分のためになりそう、これ

からの生き方に示唆を与えてくれそう、だと感じてもらえるような工夫をしていきたいものです。

　ただ、退職世代の人たちは、社協の存在そのものを知らない場合も多々あるようです。社協の可視化

やPRについてはまだまだこれからも努力が必要な分野だと思われ、活用できる機会をどんどん増やし

たいものです。

     

2）市町村レベルの社会福祉協議会／社協VC
　市区町村社協／社協VC（以下：社協）は、地域に最も近いところにある特性を活かした支援を行う

ことになります。特に、地域内の顔の見える関係を最大限に活かし、自分たちだけで、というよりも、

地域のさまざまなボランティア・市民活動組織やグループ、あるいは個人や事業体、商店、あるいは、

町内会や消防団など地縁組織等の資源と組んで、支援を行ったり、実際にプログラムを仕掛けたりする

ことになると考えられます。

地域を知り地域につなぐ

　地域でこれから必要とされるサービスや活動について、社協がきちんと把握できれば、あらたに地域

でなにかをしたい、と考えている退職世代がそのようなニーズに対応できるような活躍の場を考えて参

加してもらえるよう、仕掛けをつくっていくことができるでしょう。また、地元のさまざまな資源との

協働によるプログラム推進こそ、地元密着の市区町村社協の特徴を最大限に活かせる手段だろうと思わ

れます。

会」が大がかりな地域デビュープログラムをこれまで数回実施してきています。鎌倉の地域資源である

お寺の協力を得ていること、退職世代が関心のあるプログラムをすでに実施しているNPOのメンバー

が自身の経験を語ったり、料理教室で腕を磨いた男性たちが交流会のつまみを調理したり、など、当事

者感あふれるプログラムづくりが魅力で、毎回、とても多くの参加者があります。夫婦での参加が多い

のも特徴的です。

3）安心感の提供も行政の役割のひとつ
　実際にそのような実行委員会等で、企画／運営に携わっている退職世代の方々にお話をうかがいまし

たが、非常に興味深かったのは、行政がバックについていることへの安心感のようなものへの言及が

あったことです。呼びかけに応じてデビュープログラムなどに参加する人たちにとって、行政が協賛な

り後援なりしていることが示されていることが、一種、主催者の正当性や妥当性の担保のような役割を

結果的に果たしているようです。

　また、先にも述べましたが、地域になんのつながりももたなかった退職世代の方々が情報を求める先

として真っ先に活用した、とあげられたのが戸別配布であったり、新聞などに折り込まれる市町村報な

どの自治体からの広報紙だったことも、行政に対する退職世代のイメージがうかびあがってきます。

　地域のことがわからない、あるいは、ボランティア・市民活動のことなど全く知らない人たちにとっ

て、行政が支援している、行政の広報紙などに掲載されている、ということが、ひとつの判断基準にな

りえることも、今後、退職世代にかかわるプログラムを運営していくものにとっては、大切な留意点の

ひとつと考えられます。

2. 社会福祉協議会　地域での窓口として

　退職世代が地域生活者となるための支援に最も近いところにいるのは地域の社会福祉協議会といえます。

　社協がその特性である地域密着性と地域資源をつなぐことができるネットワーク性を最大限に活かす

ことができれば、退職世代の地域回帰にさまざまな形で支援を提供することができます。

　都道府県・指定都市レベルと市区町村レベルでは、若干、その特性によって役割の果たし方や行動様

式に差が生じる場合もあり得ますが、おおむね共通する主な機能は右頁の囲みようなことになるかと思

われます。

1）都道府県レベルの社会福祉協議会／社協VC
広域を意識してダイナミックに

　都道府県／指定都市社協は、多くは県庁所在地にその事務所を構えることもあり、大都市圏でなくて

も、その傘下のどの地域よりも、退職世代のターゲット人口が多く居住あるいは勤務地として通過する

場であることから、退職世代向けの啓発／広報プログラムなどを最も効果的に実施しうる可能性をもっ

ているといえます。

　また、広域の情報収集／発信の拠点としての役割や、広域の助成金や補助金などの窓口あるいは情報

集積点としての役割も大きいと考えられ、たとえば全国動向の紹介や事例紹介を行ったり、県下のいく

つかの市と協働して広域のプログラムを仕掛けたり、など、ダイナミックな展開も期待されます。

　著名な人の講演などを組みこんだ啓発イベントなども、広域対象ならば実現可能ではないでしょうか？

　先に述べた、過疎地域や限界集落におけるボランティア・市民活動についても、県レベルの社協が広

域で研究会を仕掛けたり、広域のプロジェクト企画を複数の当該地などとつくっていくことなども今後

の取り組み課題と考えられます。 

社協が果たす役割／機能

◦退職世代に対する、地域活動やボランティア・市民活動にかんする広報／啓発活動（冊子・セ

ミナー・イベントなど)・情報提供（ニュースレター・ホームページ・メーリングリストなど）

◦退職世代に対する地域内のNPOやボランティア・市民活動グループの紹介／活動相談

◦退職世代によるNPOやボランティア・市民活動グループの立ち上げ支援　

◦退職世代を主たるターゲットとした具体的なプログラム企画・実施（入門講座、養成講座、退

職世代を中核にすえたテーマ設定型プログラム、多世代巻き込み型プログラム　など）

◦退職世代をターゲットとする地域活動推進プログラムなどへの資金援助(自らの資金による／

他団体等による助成金などの紹介　など)

◦プラットフォームの形成による地域における退職世代をターゲットとするプログラム企画推進
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　市区町村社協に最も期待されるのは、退職世代の気持ちやニーズに丁寧にそった相談活動やプログラ

ム企画、実際に活動にかかわった人たちの支援やフォローアップではないでしょうか？　地域内で顔の

見える関係、よい信頼関係を築きながら、退職世代の人たちの支援をしていきたいものです。

3）プログラム作成・実施におけるポイント
社協らしさを大切に

　退職世代への働きかけを強めているのは、社協だけではなく、先に述べた行政関係機関、特に、取り

組みのパターンが相似しがちな公民館などの生涯学習系の施設などが、いわばライバルとして存在しま

す。地域における最も大きな人口層である退職世代以上の年齢層の人たちに、社協の存在意義をどれだ

けアピールできるか。地域活動の中核であり、頼りになる存在であることを実感してもらうことは、こ

れから先の社協のありかたにも大きな影響をもつものと考えられ、そういった意味からも、ことさら丁

寧な企画と対応が望まれます。ほかでもやっていることではなく「わが社協だからできること」をぜひ

地域の知恵を借りながらつくっていきたいものです。そのためにも、これまで以上に、多世代、多彩な

背景や守備範囲をもつ人たちによる、混成チームであたっていくことが大切になるのではないかと考え

られます。

地域の特性にも留意

　今回、さまざまな地域にヒアリングにいくと、あたりまえのことではありますが、その地域の固有の

文化や習慣、経済状況などが、ボランティア・市民活動にかかわる人たちのグループ形成過程、活動方

法、活動内容などに、非常に強く影響を及ぼしている事例に多々遭遇しました。

　退職世代のボランティア・市民活動というと、どうしても、都市部のサラリーマンがどうかかわって

いるのか、ということに関心がむきがちですが、地元の自営業の方や、農林漁業など第一次産業に従事

されておられる方が多くかかわっておられます。一方で、地元の産業がふるわず、勤労世代は役場や電

力会社など、公共機関系の職員を除くと、ほとんどが他の都市などに流出している場合があります。切

実な地域ニーズはいろいろあるし、活動メニューをつくりたいと思いつつ、現実にボランティア・市民

活動の担い手人口が極端に少ないので、かんたんにはボランティア・市民活動の推進、などといえない

地域もあるのです。

　また、「三代住まなければ江戸っ子といえない」などといわれていますが、各地で、定住して数十年

たっていてもいまだ「よそもの」扱いされ、地元の祭りや、地元の役回りから排除されている場合が

多々あるようです。

　退職世代のボランティア・市民活動は、そういう意味では、地域の役目が回ってこない人や、地元で

のつながりが薄いために、別のアプローチからしか地域にかかわるしかない人びとにとって、大切な地

域参加の窓口になっている場合があちらこちらであるようです。

　実際、何か所かで、「社協がよびかけるグループでなければ、転入者の自分が入れる地域の活動の場

はなかった」とか「うちのグループはほとんどが、転入者ばかりで、地元生え抜きの人はいない」と

いった声がきかれました。

　一方で非常にデリケートな地域事情がありつつも、その地に新たな風をふきこもう、とさまざまな動

きもできてきています。

　ある過疎の町では、Iターンしてきた、近隣出身の退職世代の人が、地域に戻ってきた、あるいは転

入してきた人たちをネットワーク化し、互いに助けあったり、情報交換したり、交流したり、というこ

とを始めた、というお話もうかがいました。いずれは地域にもともとある活動とつながることも視野に

いれてのこと、で、少しずつ前進を始めているようです。
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らかになりました。

全国的にひっぱりだこ

　その最たるものは群馬県太田市の「よろずや余之助」というNPOです。

　高校時代の同級生の仲間が、中年にさしかかり、すこしは世の中に恩返しをしよう、と自分たちの楽

しみのおすそわけのような感覚ではじまったグループ。グループの拠点には、コーヒーや軽食が供され

る喫茶スペース、地域の人たちがちょっとした集まりに使えるスペースなどがあり、地元の特産品や地

元の人たちがつくった作品の販売コーナ−などもあります。

　これらのスペースは、いわば貸会議室や集会所の機能をはたすとともに、自らのグループの主催する

講演会や映画会などのイベント会場にもなります。また、週に2回、よろず相談を実施。地域の人たち

のちょっとした困りごとに耳を傾けています。これら、自主事業の仕掛け方、人の巻き込み方は社協の

おかぶを奪うほどに地域資源をプラットフォーム化したプロデューサーぶりです。

　そして、このような活動ぶりがさまざまな機会にとりあげられるようになり、余之助はいまや全国区

で有名なNPOになり、代表はその顔として講演にひっぱりだこ。その考え方や活動のこつなどを各地

の志ある人たちに伝授しています。

協力者をまきこみながらコーディネート

　広島県廿日市市を拠点とする「壮年チーム」は、チーム全体としての活動のメインは年に1回、お年

寄りや障害のある人たちの旅行。その旅行に協力者を得るプロセス、PRのプロセス、実際にさまざま

な手配をするプロセス、すべて、中間支援組織の手法そのままです。また、日常的には、グループにも

ちこまれるさまざまな支援要請について、自分たちの仲間で適宜マッチングとコーディネーションをこ

なしています。その様子は、専門のボランティア・コーディネーターの仕事ぶりとまったく同じです。

　ボランティアグループやNPOは、自身の活動経験がそのまま他の組織にとってのモデルとして参考

になることから、意図的に中間支援を行おうとしなくても、相談相手として・つなぎ役として、あるい

は経験談の提供者として話をするだけでもその機能を果たしているわけです。

　愛知県半田市では古くからの「同年会」組織（集落の同じ年に生まれた男性だけが入れ、厄年のとき

に地元の祭りを仕切るなどの役割を担う）が健在で、「半田市災害支援ボランティアコーディネーター

の会」も、コアメンバーがもつ同年会とのつながりを大切にしつつ、転入者が地域における活動で排除

されないよう、工夫をしながら同じまちづくりを担うものとして協力関係にあります。

　コミュニティは、必ずしも同じ地域内を示す言葉ではなく、同じ趣味の集まり、同じ問題意識の集ま

り、同じ文化圏、などによっても形成されるものであり、退職世代のボランティア・市民活動について

も、新たなコミュニティ・新たな文化の創造、という側面から考えていくことも大切でしょう。

コーディネーターが鍵　KYからHYへ？

　先に、チームでの働きかけの大切さを述べましたが、それでもなお、キーになるコーディネーターの

力も非常に重要です。前章でも述べましたが、空気を読むのと同じように、人を読む、すなわち、人の

適性、性格、行動パターン、思いなどを読み取って、その人がベストにふるまえる環境につないでいく

ことができるか。あるいは、新たに動き出したグループなどに適切なアドバイスや支援をできるか。い

かに丁寧なフォローアップができるか。そこに、退職世代（に限りませんが）の人たちが楽しんでボラ

ンティア・市民活動に参加し、継続していけるかどうかのポイントが隠されているのです。

　まずは相手をよく知るためにコミュニケーションをたくさんとって、相手への敬意をベースに信頼関

係を切り結ぶこと。そこからはじめましょう。

長期構想をもって

　さらにいうならば、これまで「2007年問題」などといわれてきましたが、退職世代の人たち自身、

退職後の暮らしのビジョンがたっていない場合が多く、また、もう少し働きたい意識が強いことから、

完全に地域人として地域に戻ってくるには、まだ数年の猶予期間があると考えられています。

　また、今後も、数は減るとしても、退職後の生活設計を必要とする人たちは毎年輩出されるわけで

す。これまでの退職世代への取り組みから次への展開のヒントをたくさん読み取り、次の世代へのモデ

ルをつくっていく、というぐらいの気構えで、実際に地域に退職世代がたくさん戻ってくるときに彼ら

をつかめる中間支援ができるように、いろいろな取り組みをすることが必要です。

　退職者世代へのかかわりは、まだ端緒についたばかりですから、あせらず、でも長期ビジョンをもっ

て、自分たちの地域をより暮らしやすいところにするパートナーとして退職世代の人たちとともに、い

ろいろな展開を生み出していきたいものです。

4）NPO支援センター（都道府県域・市域）　　
　NPO支援センターが、中間支援組織としての動きをする場合、その方法や機能そのものは、社協と

大きな差はないかもしれません。ただ、社協と異なるとすれば、関係するNPOの分野の幅が広いこと

から、多彩な分野からのプログラム提案やコーディネート機能を果たしうる可能性があることでしょ

う。また、福祉系以外の行政系補助金の情報や窓口機能、財団などによる助成金情報なども、幅広く収

集・提供できるのも、強みといえます。

　社協からみれば、NPOセンターは、よきパートナー、大切な地域資源として、協働プラットフォー

ムにはぜひいてほしい存在となるはずです。

5）NPOや活動団体
　中間支援を主たるミッションとしないNPOやボランティア・市民活動団体／グループもまた、機能

として中間支援を実施しうることが、今回の研究事業のヒアリング先で多くの事例に接したなかから明
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　委員会での議論、ヒアリングの成果などをもとに、退職世代をターゲットとしたプログラム案

を提示します。

　それぞれのプログラム案は、いくつか異なった特徴を備えていますが、共通することは、地域

のさまざまな組織や主体による協働を大切にしていること、当事者の気持ちや自主性を尊重し、

当事者自身の参画も得ながら、ひとつのことでおわらずに、先々まで楽しく展開していくことが

できることを念頭においていること、などです。

　今回、プログラム案には、あえて、たとえば、認知症のお年寄りのいる家族への支援、とか不

登校の子どものいる家族への支援、あるいは、ワーキングプアといわれる人たちや、アディク

ションの人たちなど、福祉的ニーズが高い、あるいは制度の狭間にあってさまざまなボランタ

リーな支援が必要、という人たちへのかかわり、といった内容のものはあまり含めませんでし

た。また、よくみられるエコ活動や、国際交流活動なども含まれていません。

　退職世代の人たちが、自らのこれまでの生き方を見つめなおし、さらに、自らが楽しめたり、

目標をもちやすく、かつ、ある程度先のゴールがみえやすい活動を中心に提案しました。まず

は、自分たちの社会における立ち位置や、社会的存在としての自らの大切さを実感することか

ら、よりハードルの高い活動へと関心がむいていけばよいのではないだろうか、という考え方が

前提にあります。

　プログラムのパーツパーツは、必ずしも目新しいものではないように思われるかもしれません

が、退職世代の人たちが、「自分ごと」としてとらえてもらえるテーマや、すんなり気持ちが入

るテーマ、多世代交流もできるテーマなどに配慮し、総合的なビジョンのある構想になるように

心がけました。また、プログラムタイトルは、できるだけ格好よく、キャッチーであるよう試み

ています。

　なかには、かなり多彩なメニュー案を提示しているものもありますが、それらも、一度に一気

に実施するのではなく、段階をふみながら、積み上げていくことを前提にしています。ただ、段

階をふむにしても、全体像や、先のビジョンをもって実施していくことが大切であることから、

いろいろな要素を考慮にいれた展開案を提示しているのです。

　プログラムメニューは、いろいろな条件の組み合わせや展開方法、ゴールのバリエーションな

どを考え合わせていけば、無限といっていいほど、創り出すことができるものでしょう。

　今回提示させていただいたプログラム案の考え方を参考に、自分たちの地域の特性、利用可能

な資源、特色ある人材、地域に必要とされることや地域の関心事などを勘案して、自由闊達に展

開し、独自のプログラム案をぜひ企画してみてください。

プログラム案

Ⅲ
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Ⅲ　プログラム案

私の暮らし 5年後 10年後 20年後
自分をみつめ 地域を知り 地球を思う

プログラムの

目的

退職前後の世代の人たちが、自分や家族の将来の暮らしを

みすえ、地域でどのような暮らしを営むのか、地域にどの

ような活動が必要か、自分はどのようにかかわることがで

きるのか、考えるきっかけを提供し、そこから地域への関

心と関与を深めてもらい、仲間づくりや、活動グループ化

をすすめる、あるいは活動者への変身を促す。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

退職世代前後の人たちのなかには、ライフプランセミナー

や地域デビュープログラムなどは参加してきているが、そ

の後、具体的な活動や方向性をもちあぐねている人たちが

いる。彼らが、地域でより生き生きとして暮らすには、ま

ずは、あらためて、自分のこれからの生き方や地域のあり

方へのイメージをふくらませ、自分ごととして懸念や不

安、課題などを自覚することが必要なのではないか？ 講座

やワークショップ、イベント参加、フィールドトリップな

どをとおして、具体的なテーマを通じて考える機会をもつ

ことによりさまざまな事象を「自分ごと」としてとらえ、

次のステップにつなげることができるのではないか？

運営主体 社協／社協VCを中心にした運営委員会

運営・実施組織の

構成メンバー

社協／社協VC職員、退職前後世代の人たち（特に男性）、

住民参加型在宅福祉サービス組織のメンバー、まちづくり

系NPOなど

参加者・対象者 退職前後世代の人（なかでも、すでにライフプランセミ

ナーや、デビュープログラムに参加はしたものの、具体的

な活動には至らなかったり、目標設定ができなかった人た

ちを念頭に）

主として男性を想定しているが、プログラムによっては、

夫婦参加、親子参加など、多世代の人の参加もあり  

具体的な事業内容 1.  運営委員会の形成

＊社協／社協VCが呼びかけ人となって、事業趣旨を公告

し、メンバーを公募。一部、キーになるメンバーは1本

釣りも。

2. 運営委員会の開催

＊事業の方向性についての協議、プログラム内容の協

議・計画づくり、具体的な実施計画づくり、

3. プログラムの実施・展開

たとえば：講座・ワークショップ・フィールドトリップ

などを通じて

１）自分と家族の5年後、10年後、20年後をイメージ

する

＊健康、親の介護、子どもたちの自立／結婚、暮

らし方、配偶者の病気や死　などのテーマの

もと

２）自分がこれから長く住むことになる街がこれから

どのような街になってほしいか？　イメージをふ

くらませる

＊ 自 分 や 家 族 の5年 後、10年 後、20年 後 の イ

メージに即して、どのような街であってほし

いか、どのようなサービスや制度があってほ

しいか、それには、どのような課題があり、

何が不足しているか、それらを充足するに

は、どのような取り組みが必要か、自分はど

のようにかかわれるか、考えてみる。

３）自分の街の現状を知る

＊２）の課題とこれからの取り組みを考えるに

は、現状を知る必要がある。

＊医療、介護、行政サービス、街なみ、環境、歴

史や文化など、いろいろな側面から、今の街

の姿をみてみる。サービス提供団体やNPO、

活動をしている人、研究している人、などか

ら話しを聞くなどする。

自分ごととして
考える課題

たとえば：

親の介護をどうする？
在宅？　高齢者ホーム？ 
病院？　ホスピス？
ヘルパーさんはどうやって
頼むの？
認知症になったらどこに相
談するの？
医療費が高額で払えそうに
ないときはどうするの？
在宅ホスピスはどのぐらい
浸透しているの？
高齢者グループホームはど
のぐらい地域にあるの？
病気になったとき、往診
してくれるドクターはいる
の？
手すりはどうやってつける
の？
車イスはどうやって入手す
るの？

災害対策はどうなっている
のかな？
避難警報とか避難指示は誰
がだすの？
避難所ってどこにできる
の？
減災ってなに？
災害ダイヤルってどうやっ
て使うの？
近くで災害がおきたとき、
ボランティアをしたいのだ
けど？
緊急のとき、お隣の寝たき
りのおばあさんをどうやっ
て支援したらいい？

講座・ワークショップ・
フィールドトリップ

自分ひとりではうまく考え
られないし、発想が限られ
てしまいがち。多様な参加
者とともに、いろいろな刺
激をうけながら、整理して
いくことが大切。また、街
歩きや施設訪問は、仲間や
指南役とともに行うことで、
見えてくるものが自ずと異
なるはず。参加者募集時に
は、そのようなメリットを
前面にだしたいもの。

退職世代の人たちは社会人となって数十年。家族のため、自分のためと働き続け、いざ退職を目前に、地域
のことも知らない、これといった趣味もない、これからの暮らしへのイメージもないことに気づき、愕然と
してしまう。自分や家族の５年後、10年後、20年後を意識し、どのような生活にしたいのか、暮らしやす
い地域とはどのようなものか、それにはなにが課題で自分がどのようにかかわることができるのか、じっく
り考えてみる機会を提供することから、退職世代が地域に根をおろし、さまざまな活動にも参加しながら、
社会をよくする主体者として変身するサポートをする。

1
プ

ログ
ラム案

E x
a m p l e

5年後 10年後 20年後
60 歳で定年を迎えるとし
て、65 歳、70 歳、80 歳　
あたりを節目に、自分のみ
ならず、家族や身内の生活
に転換が起こりうることを
想定し、自分やその周りの
環境がどのようになってい
るか、ポジティブなイメー
ジ、ネガティブなイメージ
など、いくつかのパターン
を思い描いてみることに
よって、自分のこれからの
生き方に必要なことを考え
ていく。基本的な健康づ
くりや経済的なことなどに
ついてはライフプランセミ
ナーなどでふれられている
ことを前提に、もう少し、
自分と社会とのつながり方、
自分と街の関係、自分と社
会にあるサービスやプログ
ラムなどとの関係などの側
面からときほぐしていく。

運営委員会
社協等が仕掛けをするにし
ても、実質的な企画やプロ
グラム運営は、協働組織で
ある運営委員会が行うこと
が望ましい。承認委員会で
はなく、メンバー一人ひと
りが主体的にかかわり、具
体的な企画案の提案や、実
施計画の策定ができるよう
な人選も鍵。当事者参加も
忘れずに。
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Ⅲ　プログラム案

具体的な事業内容

（続き）

→困ったとき、サービスを受けたいとき、相談

を受けてくれるのはどこの誰？

→さまざまな社会的な困難に手助けをしてくれ

るのはどこの誰？

→自分の街の素敵なところ・うりはなに？

＊街歩きをして、街の姿を知る、憩いの場を知

る、医療機関や福祉施設を知る、文化施設や

歴史的な価値を知る、子どものいる場所を知

る、災害時の危険スポットを知る、など

＊公共機関や、NPOなどを訪問して、施設見学

やディスカッションをする

４）街や地域をよくしていくには、これからなにか必

要か考える

＊既存のものをどう充実？　

＊新規にどのようなことが必要？

＊かんたんにできること　むずかしいこと　そ

れぞれに分類してみると？

＊私ができること　やりたいことは？

＊自治体や市長、社協などにむけて提案をつ

くってみる？

５）これから自分はどうするか宣言する

＊講座参加者内での発表　あるいは、文集をつ

くってみる　など

６）グループ化or既存グループへのつなぎ

　　あるいは、第2シリーズの企画

＊参加者の様子や意向をくみながら、次のステッ

プへの橋渡しをする。

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

すでに活動に携わっている退職世代の男性、さまざまな

NPOのスタッフ、ワークショップ・ファシリテーター、

自治体職員、郷土史研究家、地元商店会や地元企業、医師

会、看護協会、介護福祉士会、社会福祉士会、法律家、ま

ちづくり系組織、学校、大学生、地元での社会的な活動に

関心のある宗教関係者

講座運営、フィールドトリップなどの会場や資金

中間支援組織に

期待されること・役割

など

運営委員会が形成されるまでの、基本構想の発案、メン

バーのリクルート、運営委員会発足支援

運営委員会形成後：メンバーのサポート、フォロー、リス

クマネジメント

活動に必要な資金調達あるいは資金情報の収集

関係機関との連絡調整・仲介

講座から活動へのつなぎのファシリテート

事業推進の

留意点

運営委員会を実質的に支える、当事者によるコアメンバー

のリクルートが鍵になる。

当事者主体の運営を尊重する。

講座に参加することで、先々に希望がもてそう、先が開け

そう、というメッセージをきちんとだす。

主として退職男性をターゲットにしつつ、場面場面で、夫

婦参加や多世代の人が参加し、交流できるプログラムを組

み込む。

この事業の「うり」

期待される効果

運営委員会を当事者中心にすることで、当事者性の高い、

リアリティのある活動になりえる。

自分ごととして地域の課題をとらえることで、活動への一

歩がふみだしやすい。

多世代の交流が自然にできるプログラムとすることで、地

域の顔見知りを増やし、地域人としての感覚を素直にもつ

ことができる。

私の暮らし 5年後 10年後 20年後
自分をみつめ 地域を知り 地球を思う
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Ⅲ　プログラム案

地球の恩をいただきながら暮らす
生老病死 冠婚葬祭からこれからの人生を考える

プログラムの

目的

退職世代の関心事である、身内、あるいは自らの冠婚葬祭

を切り口に、自らの人生を考えるとともに、地域社会にお

いての自らの役割を考えるきっかけとする。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

今までの生き方を見つめ直し、人生の残り時間を考え、知

人の死等も数多く経験し、身内の暮らしにも大きな変化が

生じる時期にある退職世代。世の中の真理に触れたい欲求

とともに、自らの存在価値の確認も求めている。

地域社会に根づいた寺院・神社・教会等は、生と死をみつ

めなおす場、自らの存在意義を考えることができる場を提

供できるとともに、地域に開かれた公共施設として、地域

イベントへの協力や多世代参加のプログラム実施に大きな

役割を果たせる可能性をもっている。

運営主体 下記人材による新たな組織（運営委員会あるいはNPOなど）

運営・実施組織の

構成メンバー

社会福祉協議会、環境・青少年活動にかかわる団体、女性

団体、社会性溢れる活動的な宗教関係者、歴史や文化に詳

しい地域の人、知的好奇心の高い退職世代

参加者・対象者 退職世代と家族、高齢者、子ども、地域の人一般 

具体的な事業内容 1．企画会議

◦誰のために、どのようなプログラムを展開するの

か、コンセプトをつくる

◦具体的なプログラムと実施計画を作成する

◦プログラムの実施・マネジメント

2．プログラムの例

①親子で考える結婚式

②季節行事の実施

③死への準備教育

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

子ども会、地元商店会、商工会、青年会議所、伝統文化継

承活動組織、町内会、超宗派地域宗教者会、若手宗教者の

会、護持会、氏子会、信者会、結婚式会場関係者、ゴスペ

ル・アカペラサークル、陶芸グループ、写真サークル（記

録と遺影撮影）、生花業組合（生花祭壇やアレンジメント

協力）、本堂・本殿・礼拝堂等施設、境内等敷地全般

親子で考える結婚式
退職者世代は息子・娘が結
婚年齢にあたる場合が多く、
結婚式のもち方は大きな関
心の的である。
地元の宗教施設などの協力
を得て、親子参加によるイ
ベントを開催し、それぞれ
のスタイルの結婚式の比較
検討を行ったり、新たな家
庭を築いていくための心構
えや地域とのかかわりなど
について、ともに考えてい
く場を設定する。

季節行事
五節句など、さまざまな季
節行事、まつりなどの実施
を通じて、地域の歴史や文
化、自然の恵みや先人の知
恵などに触れ、地域への愛
着を深める機会とする。
イベントは、地域のさまざ
まなグループや組織、商店
や企業、寺や教会、神社な
どの宗教施設などの協力を
得て行い、多世代の多様な
人びとが参加できる組みた
てとする。

季節行事
正月、節分、ひな祭り、観
桜会、端午の節句、七夕、
花火、紅葉狩り、雪まつり

など
寺などの敷地内にある
季節の恵みをいただく会　
・たけのこ堀り
・梅、さくらんぼ、桃、杏、

イチゴ、いちじく、栗、
銀杏　しいの実 など

宗教施設の文化性を楽しむ
・ゴスペルクワイア、声明、

お念仏、写経、除夜の鐘
つき など

「市」で交流
行事の際には、「市」をたて、
地元の商店の出店、NPO
の活動紹介ブースや出店、
地元の芸能・演芸披露、地
元の産品の販売、地元の
手芸グループなどの作品展
示、写真展なども開催。

歴史や伝統に裏打ちされ、人が集まりやすく、地域に根づいている寺院・神社・教会等の特性を活かし、こ
れらの施設を開かれた地域のコミュニティーセンターとして、活用。退職世代に生と死をみつめ、自らの人
生を考える機会を提供するとともに、季節の行事などへの参画を通じて、自然の恵みを実感し、地球の恩を
いただきながら暮らしていることへの感謝をしながら、地域社会におかえしをしていく道を探る。

2
プ

ログ
ラム案

中間支援組織に

期待されること・役割

など

プラットフォーム組織を形成するまでの、基本的構想提

案、関係者への参加打診、組織化（特に社会性溢れる活動

的な宗教関係者のリクルートや知的好奇心の高い退職世代

のメンバーなど、これまで地域活動やボランティア・市民

活動にあまり縁のなかった人たちがメンバーの中核になる

ように仕掛ける）

プログラムやイベント実施時に協力してくれるボランティ

アやNPO、地元の企業や商店、専門職組織などとの連絡調

整、プログラムやイベント周知等への協力

事業推進の

留意点

宗教施設や関係者の関与にあたっては、憲法の政教分離の

原則に抵触しない配慮が必要。布教や勧誘ではなく、地域

のコミュニティーセンターとして地域福祉の向上への貢献

を主眼とする姿勢を明確に示す。

あくまでも市民主体の運営になるよう、また、宗教関係者

も地域の一資源として入りやすい雰囲気をつくれるよう、

実行組織のメンバーになる中間支援団体のスタッフによる

特段の配慮が必要。

この事業の「うり」

期待される効果

冠婚葬祭や年中行事を通して伝統文化を知り、地域への愛

着を高めるとともに、地域社会において自らが果たすこと

ができる役割を自覚できる。

生老病死を実感し、特に死を身近に捉えることで、今ある

生命や家族の尊さを再認識するとともに、感謝の気持ちや

相手を思いやる心を喚起することになり、身近な活動への

関心を高めることができる。

特に退職世代の人たちにとって切実な身内のことがらを入

り口に、地域の資源や人材、活動などに触れる機会をつく

ることから、自然と地域にかかわりをもつことができるよ

うになる。

E x
a m p l e

死への準備教育
自分の死や家族を失うこと
について、イメージをしっ
かりもち、自分として、ど
のように旅立ちたいか、あ
るいは、家族を見送るとき
にはどのようなこをができ
るか、考える場を提供する。
死をみつめることから、生
の有難さを実感するととも
に、よりよく生きることの
意味を考える。

死への準備教育の
プログラム例

1）模擬葬儀
・遺影撮影会
・オリジナル骨壷・豪華

棺の展示
・死出の衣装を考える
・自分らしい葬儀のスタ

イルを考える
など

2）死後の不安の軽減
・保険や香典の扱い方
・遺産相続
・グリーフケア
・ペットの行く末
・お墓のこと

など

E x
a m p l e
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Ⅲ　プログラム案

具体的な事業内容 

（続き）

4）ホノルルマラソンに参加するための旅行講座

・実践的な準備などについて学ぶ

B. 資金づくりのために仲間でフリーマーケット参加

C. 定期的に記録会などを開催

・どれだけ走れるようになったか、身体づくりはどう

か、専門家のアドバイスを受けながら、今後の練習

方法を調整する機会とする

1）ミニ記録会　2）プレ大会（1年前に駅伝方式で）

3. 2年後いざホノルルマラソンへ！（ここで達成感を！）

4. 自分、妻、子どもや仲間と地域活動をこれからも…

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

体育協会、マラソン指導者（中学校・高校など）、現役マ

ラソン選手、スポーツドクター、旅行会社、商工会議所

（商工会）、スポーツ用品店、企業等、金融機関、行政関係

（教育委員会生涯教育課、保健師、管理栄養士）

中間支援組織に

期待されること・役割

など

退職世代に肩書きが無くなる暮らしについて意識化しても

らい、地域活動への参加を自発的に行えるよう、地域課題

や問題点などを提起していく。また、仕事人間から地域人

間になれるよう情報提供する。

何年か後には、まちおこしマラソン大会や障害のある人と

ともに走るマラソン大会などの活動にも広げられるよう展

開していく。

事業推進の

留意点

まずは楽しむことと健康を考えて気軽に始めてもらえるよ

う仲間づくりを意識して行うなかでさりげなく問題提起を

していく。

リスクマネジメントや継続支援も大切。

この事業の「うり」

期待される効果

メタボ対策・健康増進・仲間づくり、家庭の絆を強める、

地域を知ることなどが「ホノルルマラソン」というひとつ

のゴールの下で達成できる。

「マラソンを走り切ることができた」という達成感を糧

に、退職後の人生をゆたかなものにし、地域活動の担い手

としての自覚も促すことができる。

専門家が介在することにより、安全に効率よく健康づくり

体力づくりをすすめることができる

退職後、地域で第二の人生をスムースにスタートするため、昨今関心の高いマラソンをツールに、退職前か
ら心と身体と仲間づくりの準備を始められるようにする。「ホノルルマラソン」というモチベーションをも
ちやすい目標設定のなかで、誰と一緒にゴールを切りたいかを考え、目標達成のプロセスを考えることで、
周囲にいる大切な人の存在を意識し、また地域での暮らし方に目をむけることにもなる。

基礎講座
　マラソン参加までのプロ
セスを身体づくり、絆づく
り、経験の蓄積、具体化の
ための準備などの側面から
明らかにして、やる気を高
める。

たとえば：
＊ホノルルマラソン経験者

の話を聞こう
＊マラソンを始めるための

イロハ ( 走り方の注意点、
靴選び、ユニホームの選
び方など )

＊あなたの基礎体力年齢を
知ろう？ ( 体力測定、健
康診断は必須 )

＊マラソンランナーの食に
ついて学ぼう ( 燃費のよ
い身体づくりのための栄
養指導、めざせ脱メタボ !
など )

など

ペースメーカー
好記録を出しやすくするた
めに中盤までレースを先導
するランナーのこと。

実践的旅行講座
・パスポートをとる
・参加者や旅行程の見通し

をたてる
・ホノルルについて知る

など

プレ大会／駅伝方式
マラソンは一人で走るもの
であるが、駅伝方式の練習
で仲間とたすきをつなぐな
かから、連帯感や絆を強め、
目標にむかって一緒にがん
ばる気持ちを高める。

プログラムの

目的

「ホノルルマラソン参加」という大きな目標を設定し、退

職前から地域の仲間と準備を重ねるうちに、健康づくりの

みならず、地域人としての自覚と問題意識、活動意欲を醸

成する。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

東京マラソンをはじめ、全国的に市民マラソンブームであ

るが、退職時に42.195kmを完走するには、基礎体力の増

強、遅筋繊維づくりなどの身体づくりに、退職前からの準

備が不可欠である。また、目標達成には同行者が鍵とな

る。夫婦・親子・親友・地域の仲間などと、励ましあい練

習を重ねるうちに、絆が深まると同時に、地域の人や地球

の状況等について知ることになることから、新たな地域活

動の担い手養成につながることを伏線としている。

運営主体 ○○社協を中心とした運営委員会

運営・実施組織の

構成メンバー

社協職員、マラソン指導ボランティア、体育協会、旅行会

社、商工会議所（商工会）、教員委員会生涯教育課、保健

師、管理栄養士、定年退職者の退職後教育を考えている企業

参加者・対象者 地域の主として退職前の人（ただしホノルルマラソンをめ

ざす人なら誰でもよい）

具体的な事業内容 1. 運営委員会によるマネジメント

・ 運営委員への趣旨説明・協力依頼

・ 要綱・実施計画、運営体制などの協議・決定

・ 参加者募集・プログラム運営・マネジメント

2. プログラム実施（2年間かけて以下のようなことを行う）

A. ホノルルマラソンで走るための基礎講座

1）マラソンに挑戦しよう

・経験者や専門家の話を聞き、基礎知識を身につける

2）地域人になろう

・退職後の自分の暮らしを考え、プログラム参加への

意義をみいだす

3）トラックで走ってみよう（実践編）

・自分の限界を知り、今後の練習方法にアドバイスを

受ける／ペースメーカーの利用方法など、マラソン

のツボを学ぶ

夕陽に向かって走れ！
みんなで挑戦 ホノルルマラソン！

大好きな人と一緒に 今からつくろう 遅筋繊維

ホノルルマラソン
●主催／
HONOLULU MARATHON 
ASSOCIATION

●特別協賛／日本航空
市民が参加できる開かれ
たマラソンとして人気が高
い。日本人の参加者も多い。
2007 年 12 月の大会は 35
回目。目標を大きくたてる
ことでやる気を高める。

遅筋繊維
人の筋肉の繊維は、速筋繊
維と遅筋繊維の 2 種類に大
別できる。この遅筋繊維は、
酸素を効率よく使うことで
長時間に渡ってエネルギー
を作り続けることができる
筋肉。

主として退職前の人
継続への布石として夫婦参
加や親子参加を推奨。

3
プ

ログ
ラム案
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「趣味活動が社会貢献になる」これは“楽しく”“無理なく”活動したいと考える退職世代にとっては魅力的
なスタートではないだろうか。この企画は、写真というツールを利用して、退職世代が地域や地域の人びと
を知るきっかけづくり、退職世代と多世代交流、ひいては福祉現場や地域とのつながりを強めていくことを
めざしている。

協働する相手

サポーター

協力者

リクルートする相手

必要な資源

など

テーマ分野の講師、写真講師、

警察署、消防署、観光協会、郷土史会、児童館、

撮影に同意してくれる町の人、

各世代の牽引役になってくれる人、

グループワークをする場所、写真展開催会場、写真展開催

に必要な費用

中間支援組織に

期待されること・役割

など

地域内施設との協働（博物館等施設、地域センター等人が

集まる場所、作業所など）のための根まわし

写真撮影ボランティアが必要とされている場の情報収集

行政や観光協会などの根まわし

プログラムの広報、参加者募集、リスクマネジメント

事業推進の

留意点

広報展開時に「何か学べる」「楽しそう」というポイント

を前面に出す。

運営委員会やフィールドワークは退職前世代や子どもたち

の参加を念頭に置き、参加しやすい時間・曜日に（土日の

昼間等）実施する。

講座参加者と関係施設などを丁寧につないでいき、今後の

活動の可能性を残す。

ボランティア活動として継続した場合のフォローアップを

丁寧に行う。

この事業の「うり」

期待される効果

趣味活動は年齢に関係なく、共通の話題としてのコミュニ

ケーションが成立しやすい。特に、男性は会話だけでコ

ミュニケーションをとることは苦手で、むしろ何らかの活

動が間に介在することが、人つなぎのポイントにもなる。

郷土再発見や町の防災マップづくり、撮影ボランティアな

どの活動を一緒にすることを通して、今まで出会わなかっ

た世代同士の交流がスタートできる。

交流をてがかりに、写真サークルやボランティアサークル

などの形成を促し、継続的なつながりの可能性を広げる。

写真講座
写真は撮る対象によって
異なる撮り方にコツや留意
点があるので、そのポイン
トをひととおり解説。その
ことによって写真のクォリ
ティが俄然変わる楽しみを
体感してもらうと、さらに
継続へのはずみがつく。

写真講座テーマ例
・ 物体撮影のポイント
・ 風景写真のポイント
・ HP にアップするときの

ポイント
・ テーマについてのウンチ

ク講座
・ 人物写真のポイント
・ インタビュー技術講座

—人物をより魅力的に撮影
するには、撮影者がその人
の生き方や人生に触れ、心
を通わせることが大事。

コミュニティ・デジカメマン
撮って発見 私の町の名所 有名人

プログラムの

目的

写真という趣味活動を通じて地域での多世代交流をすすめ

ながら、若者世代と退職世代が一緒に、住んでいる地域の

魅力に出会う。

趣味活動からボランティア活動のきっかけをつくる

プログラム計画の

経緯・背景・前提

趣味を人に役立てて、評価してもらいたいという気持ちは

どの世代にも共通である。一方、人格形成期の小・中学

生、若者にとって、新しい趣味に出会うことは、余暇教育

としても意味がある。写真技術講座に地元を再発見するよ

うな撮影ツアーを組み合わせ、共同作業を通じた新たな多

世代交流・相互理解をすすめ、地域へのかかわりを深めて

いくねらいをもつ。

運営主体 ボランティアセンターを仕掛人とする運営委員会

運営・実施組織の

構成メンバー

社協職員、退職世代、小学生・中高生（児童館などの利

用者）、中学・高校教員、大学生、施設職員、施設ボラン

ティア、新聞社写真サークルメンバー、地元のカメラマン

参加者・対象者 退職世代、小学生、中高生、大学生、幼児親子、成人

具体的な事業内容 1. 運営委員会開催

◦共同作業の内容、写真講座のテーマ、講師、スケ

ジュールの大枠決め、プログラムの広報、募集、運営

2. 参加者ミーティング／撮影プロジェクトの決定

◦必要に応じてグループ分け

3. 写真講座（座学と実技）の実施

4. フィールドワーク（撮影会）

5. 写真展等発表会の開催

6. プロジェクト振りかえり会、発表会振りかえり会

◦関連活動団体の紹介（写真サークル、ボランティア活

動等）やグループ化（既存のグループ外で今後も活動

を継続したい人たちで）

余暇教育
子どもたちは、塾や部活な
どに忙しい。大人と一緒に
写真を撮ったり、作業にか
かわることによって、関心
の幅を広げていく機会とな
る。

プロジェクト例
①資料館・博物館の収蔵品

撮影
②作業所の商品撮影
③町の名所・旧跡撮影
④町の観光ガイドづくり
⑤町の防災マップづくり
⑥町の四季撮影
⑦地元公園マップづくり
⑧元気な 100 歳（高齢者）

写真展
⑨年男・年女写真展
⑩あなたの家族写真撮りま

す！プロジェクト
・多世代の人のふれあい

の機会づくりに
⑪ あなたの遺影を撮りま

す！プロジェクト 

振りかえり会
どのような企画も、振りか
えりを行うことによっては
じめて終了することができ
る。達成度の確認、自己尊
厳の確認としても大切。こ
の場から新たなプログラム
展開やグループ化など、次
のステップがつくられる可
能性もある。

E x
a m p l e
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退職前後世代を主対象にした防災・減災・災害ボランティア講座の開催を足がかりに中核メンバーを養成
し、グループ化。その発展形として地域内に自主防災グループを結成したり、継続的な講座開催もグループ
ですすめられるようにする。防災・減災教育を地域のさまざまな層にいきとどくようにし、地域の防災意識
を高め、人と人との結びつきが自らを助くことに気づく。

具体的な事業内容

（続き）

3. 防災グッズ検証や開発（簡易トイレや非常食、給水袋等

災害時必要な物）

4. 家具転倒防止器具取りつけなどの減災活動

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

社会福祉協議会、行政、学校、地域の企業・商店、消防団

民生委員・児童委員、自治会関係者、自衛隊OB・警察

OB・ボランティア連絡協議会、住民参加型在宅福祉サー

ビス団体、医師、保健師、介護福祉士、看護師、栄養士、

カメラマン、イラストや製図ができる人、大工仕事が得意

な人、災害ボランティア経験者、防災士、飲食店組合、食

料品組合

寺院・神社・教会等宗教施設

中間支援組織に

期待されること・役割

など

当初企画の運営・参加者募集・マネジメント・グループ

化・グループサポート、活動資金情報、学校との調整、他

関連団体等との連携への促し

講師の紹介、災害復興支援に詳しい社協職員やNPOスタッ

フの紹介、災害関連団体の紹介

事業推進の

留意点

地域福祉の向上をめざし、まずは自分たちの街の歴史・文

化から、暮らす人びとについて知るとともに街の危険ス

ポットなどを発見・対応等を考える。

地域でできることから手掛けていく。

災害時の行政による支援策には限界がある現実を知るとと

もに、自分たちだけで全てを、とまでは意気ごまない。

講座やイベントには、寸劇・落語・紙芝居等、創作的芸術

を取り入れ，わかりやすく伝える。

いずれは講座の企画で中核メンバーを中心に講師も自分た

ちで務められるようにする。

この事業の「うり」

期待される効果

災害は誰の身にも降りかかり得ることであるため、関心度

も高く、多世代・多様な人たちの参加がみこまれる。なか

でも退職前後世代の男性にとって役割意識や責任感をもち

やすく、地域活動参加へのよい導入になる。

講座受講者が数年後には企画や講師を務めることを念頭に

すすめるので、発展性とともにやりがいを提供できる。

子どもへの防災・減災教育を通して、親世代への働きかけ

もでき、多世代交流の場をつくれる。

宗教施設
大規模災害では、公共施設
だけでは避難者を収容しき
れない場合もあるので、公
益法人である宗教施設が連
携するといざという時、心
強い。避難所やボランティ
ア受け入れ施設、物資保管
所、駐車場、遺体安置所等
の受け皿としての可能性は
高い。それには日常からの
かかわりづくりが欠かせな
い。

立ち上がれ！ 
いのちと地域を 守るため！

新しい自主防災グループで災害に強いまちづくりを

プログラムの

目的

「新しい自主防災グループを自ら立ち上げ、生命と地域を

守りましょう！」というメッセージをもとに、退職世代を

中核とする、新しい自主防災グループを結成し、地域に根

づいた防災プログラムの展開を図る。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

最近頻繁に起こる自然災害は、自分や家族、そして地域の

生命と財産、ひいては暮らしそのものや、地域社会に直接

的な被害をもたらす可能性をもっている。誰にとっても脅

威であり、対応策への関心も高い。災害に強いまちづくり

は、日常の地域福祉の向上に直結しており、その過程で、

地域（歴史・文化・住んでいる人）を知り、地域での人と

人との結びつきの尊さを知る機縁となる。

運営主体 社会福祉協議会が仕掛け、後に自主グループに移行

運営・実施組織の

構成メンバー

社協職員、災害ボランティア経験者、民生委員、児童委

員、大学生、地元商店、地域に密着した宗教関係者

参加者・対象者 退職世代を中心とした防災に関心のある方、地域住民一般

具体的な事業内容 1. 災害ボランティア学習講座の展開

１）防災・減災・災害ボランティア入門講座の開催

２）さらに関心を深めたい人を対象とするボランティア

コーディネーター養成講座の開催

３）自主防災グループ立ち上げ（ネットワークづくり）

４）シミュレーション型プログラムの実施

・自主防災訓練や防災まち歩き・防災マップづくり

（自分たちの街や住む人を知る）、避難所誘導･避難

所体験、非常食炊出し（大鍋での調理やハイゼッ

クス袋・空き缶での炊出し）訓練　など

５）小中高生向け防災学習の企画・運営（長期休みのイ

ベントや総合学習の時間のプログラムとして）

2. 災害ボランティア実践講座

１）被災地の現状を知る。被害状況だけでなく、被災者

の苦悩に思いをいたらせる。

２）被災地にてボランティア活動に参加する

３）被災地にてボランティアセンターの運営支援をする

ハイゼックス袋
特殊な炊飯袋。外の水を中
に通さないので、釜の水が
汚くても（プールや川の水）
炊飯可能。災害時に少量の
水で温かいごはんが食べら
れる。

空き缶炊出し
（通称サバめし）

350 ミリ缶２つで炊飯。燃
料は牛乳パック。

被災者の苦悩
災害時の支援活動は「被災
者中心」が原則。
被災者の心の痛みに寄り添
う気持ちが重要である。
被災者復興支援は人と人と
の活動なので、マニュアル
が必ずしも当てはまるとは
限らないことに留意。
地域といのちを見つめる、
困った時はお互い様、明日
は我が身、見返りを求めな
い、おかげさま、他者の苦
しみを他人事にしない、気
持ちで、かかわる。

5
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具体的な事業内容

（続き）

4. 実行委員会企画会議

＊講座の企画・手配

＊講座進捗状況の観察とアジャストメント

＊村宝さんの派遣コーディネート（自転しだすまで）

＊村宝さんのフォローアップ、バックアップ

＊反省会と次年度の企画

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

助ける人・助けられる人、教える人・教えられる人

つなぐ人、情報提供する人、夢を語る人　

資金援助をしてくれる人・企業など

先輩ボランティア経験者

ボランティア・市民活動の意味をやさしい言葉で語れる人

いろいろな得意技をもっている地域の人

OT系で車椅子操作・修理、あるいは自助具や介護用具の

作成などを教えられる人

中間支援組織に

期待されること・役割

など

講座の企画・資金確保、講座の実施、修了者のフォロー、

修了者による活動グループ結成のファシリテーター、活動

の場の開拓、活動コーディネート、ブラッシュアップセミ

ナーの開催、参加者のバックアップ、リスクマネジメン

ト、PR

事業推進の

留意点

『講座』らしさの排除　→　楽しさを演出して敷居を低く

口コミの威力を利用

フォローアップを大切に　

→　特に、活動の場をコンスタントに提供できるこ

と、悩みごと困りごとの相談、リクスマネジメン

トを丁寧に

一定期間後、グループの運営はメンバーになるべく任せる

あくまでも信頼関係にもとづく支え合いであって、「便利

に使われている」感がでないよう留意

この事業の「うり」

期待される効果

地域の助け合いをシステム化し、支え合いのコミュニティ

をつくることができる。

有用感をもつことにより、退職世代の生きがいづくりに貢

献できる。

生きる糧
これまで仕事を生きる糧に
してきた退職世代の主とし
て男性たちに地域で新たな
生きる糧をみいだしてもら
うことが目的のひとつ。

地域の活性化
地域内での共助の部分をい
かに発展させられるかがポ
イントとなる。

丁寧なサポートと
フォロー

やる気になった人たちがそ
の気持ちを持続して楽しく
活動が続けられるよう丁寧
なサポートとフォローが必
要。グループとしてではな
く一人ひとりを大切に。

得意技の持ち主
たとえば：
漬物上手、郷土料理上手、
お惣菜上手
大工仕事上手・修理もの上
手、電気工事ができる人
介護技術を教えられる人
運転が好きで上手な人
子どもが好きなおじいさん

など

『村宝』はいわば、地域の便利屋さんであり、地域を支える縁の下の力持ち。地域に暮らす人びとがもつ知
識や技術を、助け合いに活かす仕組みをつくることにより、たくさんの『村宝さん』を輩出。支えあいの心
を醸成するとともに、特に退職世代などの交流や生きる糧の環境設定をし、地域を活性化させる。テーマを
設定した講座の開催からコアメンバーを集め、メンバー自身がグループ化し、活動を開拓していけるようサ
ポートする。

E x
a m p l e

あなたも『村宝』になろう！ プロジェクト

プログラムの

目的

地域に埋もれた知識・技術の活用を通して、助け合い・支

えあいの場をつくったり、地域の人たちの交流の場をつく

ることから、自らが地域の宝として活用される喜びを知

る。そのことが地域人としての意識を高め生きる楽しみを

つくりだす。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

退職世代の人たちの知識や技術を地域の人たちのために役

立ててもらったり、次世代に伝達してもらう場づくりの必

要性から、社協が中心になって、『村宝』養成講座をかわ

きりに、活躍の場のコーディネートなどをする。

運営主体 ○○社協／社協内に実行委員会設置

運営・実施組織の

構成メンバー

社協職員、教育委員会関係ボランティア、高校の先生、地

域の男性ボランティアグループのリーダー、住民参加型在

宅福祉サービス団体のリーダー、福祉施設のOT、地元婦

人会

参加者・対象者 地域の主として退職世代（実際は、年齢性別等は問わない）

具体的な事業内容 １. 村宝　養成講座

＊地元の助っ人として、技術・知識を役立てるための講

座

・技術・知識を、役立てるにあたっての心がまえや留意

点、ルール・マナーなどをともに学ぶ

・技術・知識のブラッシュアップをする

　たとえば：手すりを取りつける際の高さの決め方

＊講座修了時にグループ化のファシリテート

2. 村宝　派遣プロジェクト　

＊手を必要としている町の人の家や施設などに適切な人

材を派遣（無料・状況によっては実費）

＊村宝さん自身がグループを結成して、自転できるまで

は、実行委員会がコーディネート

3. 村宝　ねぎらいの会　セミナー +交流会

＊フォローアップ、スキルアップを兼ねて

＊モチベーションの持続　

村宝（むらだから）
田舎では、昔から器用な人

（たとえば、襖や障子を上手
にはれる。電気製品などの
ちょっとした故障や不具合
を修理できる、棚をつった
り、手すりをつけたりでき
る、など）は村宝として重
宝されていた。

地域の便利屋さん
自分の特技を活かして、地
域のなかで役立つ人。

講座・グループ化
個人の技術力アップにとど
まらず、地域で新たな仲間
づくりのきっかけとなるよ
うな仕掛けをもった講座と
して企画することが大切。
社協のボランティアコー
ディネーターなどが、参加
者の様子をみながら、活動
グループを育てていく心づ
もりで。

交流
自分から入れる人、誘われ
ないと入れない人、人それ
ぞれではあるが、人は１人
では生きられない。いろい
ろなタイプの人が交流でき
る機会としてこのプロジェ
クトを活用できるよう、参
加者にとって敷居の低いプ
ログラムづくりに留意。

養成講座
たとえば：
家のべんりやさん講座　
郷土料理・健康食講座　
保育おじいさん講座　
伝統行事を見なおそう講座
家具転倒防止器具取りつけ
講座　
昔遊びを見なおそう講座　
ギターやりなおし教室　
バンドをやってみよう

など

E x
a m p l e
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Ⅲ　プログラム案

具体的な事業内容 

（続き）

6）学童保育や児童館などで実習

＊子どもとのコミュニケーションのとりかた、サポート

の実際を経験してみる

2. 講座修了生によるグループ化／活動の展開

1）講座終了時に話し合いの場をもち、今後どのような

かかわり方をしたいか、参加者の気持ちを確認

2）運営委員になるコアメンバーの合意をする

＊彼らが支援プロジェクト全体の企画や教育委員会や学

校などとの連絡調整の要となり、実際の活動は、小グ

ループで実施するような仕組みにする（コアメンバー

も実働メンバーになる）

＊活動メニューの柱ごとに小グループを編成し、それぞ

れが自立的に展開できる仕組みをつくる

一人が複数のグループに所属することもあり

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

「福祉教育・ボランティア学習」研究者・実践者、児童

館、学童保育所、障害児療育センター等障害児関係の福祉

施設、地元企業や商店（スポンサー候補）、多文化理解教

育関係NPO、国際交流協会

中間支援組織に

期待されること・役割

など

基本構想立案、教育委員会・学校等との協議・調整、運営

委員会の形成促進、運営委員会の基本的な事務局機能・マ

ネジメント、グループ形成に向けた参加者へのうながし、

プロジェクト運営経費等の確保・情報収集、サポーターへ

の支援・フォロー、リスクマネジメント

事業推進の

留意点

学校側の受入体制に留意し、無理せずできることから手掛

け、実績を積みながら活動の量やメニューを増やす。

学校教育全般をなんとかしようとまで意気込まない。

定期的に活動を振り返ったり、学習支援、福祉教育・ボラ

ンティア学習などに関する学びの場を設定し、サポーター

のフォロー、モチベーションの維持を図る。

この事業の「うり」

期待される効果

きめ細かな授業や行事へのサポートが可能になり、困難を

かかえる子どもたちの育ちを支えることができる。

学校が地域に開かれ、さまざまな人がかかわれる土壌をつ

くることができる。

PTA OBの参加により、世代間交流の促進も期待できる。

退職者世代を中心に小学校の支援者グループ（サポーター）を結成することで、学校および子どもを地域の
大人が支える機運と仕組みをつくる。これにより今まで対応しづらかったマンモス校などでの課外活動やき
め細かい授業支援が可能になる。 また、特別支援教育、多文化理解教育など、学校現場が抱える現在の課題
についての理解を深め、子どもが安心して地域の学校へ通える環境の整備にも寄与していく。

活動メニュー
たとえば：
＊学校生活や学習に困難を

かかえる子どもたちの教
室を中心にした支援

＊学習に困難をかかえる子
どもたちへの、課外学習
支援（含：日本語を母語
としない子どもたちへの
日本語補講や算数など
遅れがちな科目の学習指
導）

＊総合的学習の時間などに
おける、福祉教育・ボラ
ンティア学習プログラム
の企画・運営・協力

＊学校行事企画・運営／行
事プログラムへの協力

・学校が企画するものの支
援にとどまらず、地域の
協力も得ながら、自分た
ちでも行事を企画運営す
る

＊障害児の学童保育
・共働きの親のお迎えまで

の預かり、療育支援など

＊外国人の親とのコミュニ
ケーション支援

・連絡事項の翻訳、個別相
談、日本語教室など

地元企業・商店など
地域密着をうたう商業者に
とって地元の学習活動への
支援は大きな関心ごとのは
ず。講座の経費や実際のプ
ログラムにかかる経費など
について、地元教育を支え
る観点から支援を要望して
みることを考慮にいれたい。

E x
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プログラムの

目的

学校生活や学習に困難をかかえる子どもたちへのきめ細か

い支援ができる退職世代の活動サポーターを養成すること

で、今まで教員だけでは不可能だった子ども一人ひとりに

配慮した教育プログラムの実践をすすめる。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

地域の学校には学校生活や学習に困難をかかえる多様な子

ども（学習環境に適応が難しい、学習障害がある、身体に

障害がある、外国人の子弟など）の通学が増えており、学

びの支援・移動支援・安全面での見守り、学校生活を円滑

に行うための支援などの強化が急務である。退職世代に

とって教育は大きな関心ごとだが、学校における子どもの

支援方法や意義について一定の知識のあるサポーター数は

少なく、支援ニーズとのマッチングが難しい状況がある。

運営主体 社会福祉協議会、教育委員会、学校、（いずれは、退職世

代ボランティアグループが参加する）協働組織（運営委員

会）

運営・実施組織の

構成メンバー

社会福祉協議会、教育委員会、学校、地域の人で福祉教

育・ボランティア学習実践者、PTA OB

参加者・対象者 学校支援に関心のある退職世代一般（サポーター候補）

学校生活や学習に困難をかかえる子どもたちとその親

（含：外国人の親）　など

具体的な事業内容 1. 学校支援サポーター入門講座

1）学習や学校生活に困難のある子どもたちのことを理

解する

2）基本的な学校のスケジュールや仕組みについて知る

3）子どもたちのサポートの仕方を経験してみる

＊教室を使って、ワークショップやロールプレイなどを

通じてイメージをつかむ

4）福祉教育・ボランティア学習支援について知る

①「福祉教育・ボランティア学習」の成り立ちや目

的・役割、バリエーションなどについて

②サポーターにできること・期待されること

5）授業参観

＊教室での様子を見学／なつかしの給食も体験

特別支援教育
障害のある幼児児童生徒の
自立や社会参加に向けた主
体的な取組を支援するとい
う視点に立ち、幼児児童生
徒一人一人の教育的ニーズ
を把握し、そのもてる力を
高め、生活や学習上の困難
を改善又は克服するため、
適切な指導及び必要な支援
を行うもの

学校サポーターになろう！
地域の力で子どもを育てる7

プ

ログ
ラム案

PTAや親の参加
退職世代がかかわるのみな
らず、PTA やその OB など，
親の世代が積極的にかかわ
ることが大切。校区内のこ
とがらや人についての関心
も高く、知識も豊富な PTA
がかかわることで、より実
態に即した活動の展開が可
能になる。

外部支援者・講師が
参加しやすい学年

一般的に学校での支援をは
じめるにあたっては中学校
よりも小学校、特に 3 年生
や 4 年生くらいの方が子ど
もの反応もよく、キャッチ
ボールがしやすいので初心
者講師の入り口として適当
なのではないかと考えられ
る。ただし、支援内容や学
校の状況に左右されること
にも留意。
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Ⅲ　プログラム案

具体的な事業内容

（続き）

３）交換会場に来た子どもを対象に読み聞かせを実施

＊読み聞かせイベントを地域のいろいろな施設や場

で開催（例：砂浜、神社の境内、古民家の庭、お

座敷電車、博物館の展示物の前　など）

４）地域の民話の収集

＊口伝のお話を絵本化して語り継ぐ活動に発展

５）絵本づくりワークショップ　

＊退職世代と子どもがペアでオリジナルストーリー

をつくるイベント開催など

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

児童館、保育士、幼児教育科をもつ大学など、子育て支援

NPO、司書、地元商店（スポンサーとして）

語り部養成講座の講師、郷土の民話収集家、演劇・人形劇

などの関係者

地元のイラストレーター・画家・デザイナー、画材店

絵本（交換用ストック）、ストック用絵本倉庫

中間支援組織に

期待されること・役割

など

参加者募集の広報、子育て関係機関の紹介

関係機関との連絡調整

絵本のストック場の確保

イベント会場などの手配

協力者・講師などの情報収集

寄贈図書の仲介

事業推進の

留意点

「孫に読んであげたい」をテーマにしてはいるが孫がいな

くても参加者できること、むしろ、地域の子どもたちとの

つながりづくりに主眼があることを明確にうたうこと。

おすすめ絵本のセレクトが重要な鍵になる。

この事業の「うり」

期待される効果

自分の孫に何かしてあげたい、より広い意味で子どもたち

に何かを伝えたいという気持ちを形にすることができる。

絵本こうかん市場を通じてリサイクルへの取り組みが推進

できるなど、いろいろなバリエーションのある活動につな

げたり展開したりできる。

核家族化により、退職世代が孫と同居する率が低くなっているなか、絵本の読みきかせをとおし、地域に心
のよりどころをつくるとともに、子どもたちの親世代とのつながりを自然につくり、孤立防止にも役に立て
る。各家庭での絵本活用を推進することで情緒教育に寄与するとともにリサイクルを通して退職世代と孫世
代とその親世代、のかかわり、さらには退職世代と地域のかかわりを促進する。

地域孫
自分の血縁の孫だけではな
く、地域のオチビさんはみ
んな孫ととらえ、子どもを
地域で育てようという考え
方。里孫ということばが使
われる場合も。

読み聞かせの技術
絵本の読み聞かせは、読む
人と聞く人と絵本があれば
誰でもすぐできること。
一方で「上手な」読み手の
語り口には、思わず大人も
感情移入して聞きいってし
まう。絵本を読み聞かせる
時のちょっとしたコツやポ
イントを学ぶことによって
読み手としてグレードアッ
プし、「おじいちゃん、絵本
読んで〜」としょっちゅう
孫にせがまれるようになる
のがひとつの目標に。

地域孫をたくさんつくろう！
孫に読んであげたい絵本のススメ

プログラムの

目的

絵本をキーワードに、退職世代と多世代の交流を促進し、

新たな支え合いの人間関係を地域につくるとともに、リサ

イクル文化の醸成を図る。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

コンピュータゲームがはやる昨今、子どもたちの読書の機

会が少なくなっている。一方、近年「情緒の安定」など読

書の効果が見直されてきている。特に絵本は幼児にとって

「想像力を高める」「集中力をつける」などの効果があり、

早い段階で絵本に触れることの大切さや、胎児期の親子の

コミュニケーションツールとしての有用さについて言及さ

れている。また読み聞かせは、読み手と聞き手の親密な関

係性を育むことができ、新たな人間関係構築の格好のツー

ルとなる。

運営主体 子育て支援に取り組む市民団体による運営委員会

運営・実施組織の

構成メンバー

子育て支援に取り組む市民団体、社会福祉協議会、

絵本指導者、児童館指導員、子育て中のおかあさん、

大学生、退職世代の人

参加者・対象者 退職世代、退職世代の家族、子ども、乳幼児をもつ親、

小学生・中学生

具体的な事業内容 1. 孫に読んであげたい絵本読み聞かせ講座の開催

１）「絵本の役割・効果」講義–年代別おすすめ絵本の選

び方、絵本のバリエーションの紹介なども

２）絵本読み聞かせ教室（技術習得）

３）児童館や小学校で実習

2. 絵本こうかん市場の開催

１）広く一般より家庭で不要になった絵本を収集し絵本

をストック

２）幼児が絵本を持ち寄り好きな絵本と交換できるイベ

ントを開催　→　常設コーナーの運営に発展　→　

絵本の交換から子ども服のリサイクル市にも発展

リサイクル
絵本も洋服も子どもの成長
のスピードがはやいため、
ぴったりフィットする期間
が短いことから「交換」あ
るいは「プレゼント」の場

（市場）をつくってもっと活
用できるようにする。市場
を通して、いろいろな人と
出会い、つながり、仲間づ
くりに発展する可能性も。
退職世代は、市場の企画・
運営、出品物の管理、売り
子さんなどとしてかかわり
を。

おすすめ絵本
絵本の種類は非常に多く、
選ぶのに迷ってしまうこと
もしばしば。また年齢層や
子どもの関心にマッチした
絵本でないと、せっかく読
み聞かせをしてもおちつい
て聞いてくれないことも。
図書館の司書、保育科や児
童文学専攻の学生、子育て
中のおかあさんたちのアド
バイスなどを受けておすす
め本リストをつくってみる
ことも活動の一環に。

交換用ストック
家から絵本をもってこられ
なかった子どもも参加でき
るよう、運営側がストック
をもっておく。

8
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Ⅲ　プログラム案

具体的な事業内容 

（続き）

・地産地消やごみの出ない調理法を考慮

・食物アレルギーに関する知識の習得もこのころに

4. グループ化

・交流会を数回行ってからメンバーのグループ化を

すすめ、自主運営に切り替えていく

・外出企画と併せて、お弁当の考案、在宅の障害の

ある人たちや高齢者を招待する食事会などの企画

にも発展

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

グループホーム、グループホーム世話人、地元飲食店、飲

食店勤務経験のある方

調理器具、公共施設や企業などの調理スペース

地元商店街や小売市場（対面販売の店舗／食材等の供与）

中間支援組織に

期待されること・役割

など

プログラムの企画・運営・PR・参加者募集・マネジメント

グループホームなど活動先とのコーディネート

運営主体となるメンバーのグループ化の促進

関係機関やプログラム実施場所との連絡調整・法律関係の

クリア、リスクマネジメント

事業推進の

留意点

衛生に関する意識の徹底と管理をする。

グループホームなどで実施する際には、交流に資すること

のできるメニュー（鍋料理、鉄板焼き、たこ焼き、オープ

ンサンド、手巻き寿司、懐石料理など）を考慮すると同時

にバリアフリー（食べやすさ、介助の確保など）にも配慮

する。

この事業の「うり」

期待される効果

「男の料理教室は」多々あるが、誰かに料理をふるまう時

に必要な「相手のことを知る」「相手の気持ちやリクエス

トを思いやる」環境をつくるため、地域における障害者の

暮らしにふれ、交流の場をもつことで、地域の支え合いの

一員に自然になっていける。

食事をふるまう相手の健康を気遣うことを学び、経験する

ことで自分や家族の健康状態の向上にも関心をもち、主体

的な取り組みに加え、障害のある人や高齢者などの支援活

動につなげることができる。

鍋料理などかんたんにできて、みんなで食べることで仲間づくりができるメニューを「メタボリックシンド
ローム対策」と併せて学び習得する。習得したメニューで障害のある人たちのグループホーム利用者などに
ふるまう機会をつくる。そのことを通して地域の施設と退職世代の交流を進め、退職世代を地域の支え合い
の一翼を担う人材に変身させていく。また、料理習得の過程で退職世代が自分自身や家族の健康管理を意識
した暮らしを自らつくっていけるようにする。

対面販売の店舗
障害のある人たちと買物し
やすい店であること、退職
世代の人たちが地元で顔み
しりを増やすことなどを考
慮。

プログラムの

目的

自分のためにも誰かのためにもなる料理づくりを学ぶこと

で自分の暮らす地域との接点をつくり、仲間づくりと地域貢

献に資するプログラム参加が無理なくできるようにする。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

料理がうまくなるコツは食べてもらう相手をイメージでき

るかどうかにかかっている。自分のために料理を覚えるだ

けではなく、家族や友人など食事をふるまいたい相手のこ

とをイメージしながらメニューを考え調理をすることが上

達につながる。

障害のある人たちの福祉施設やグループホームなどでは利

用者の高齢化が特に小規模なところですすんでおり、食事

からの健康管理も大切になっている。

これらの要素を組みあわせ、退職世代が料理を通じて地域

に仲間をつくり地域社会に貢献できる仕掛けをつくる。

運営主体 社会福祉協議会や管理栄養士、調理師などによる実行委員

会運営からグループによる自主運営へ移行する

運営・実施組織の

構成メンバー

障害者グループホーム、ボランティアセンター

管理栄養士、調理師、OT、退職世代向料理教室経験者

参加者・対象者 退職前後の世代の男性、健康に気をつかう中・高年男性、

グループホームに暮らす、あるいは在宅で一人暮らしの障

害のある人

具体的な事業内容 1. 料理教室

2. グループホーム利用者とのミニ交流会

１）ヒアリング調査

・調査を通じて食の嗜好を調査する

２）メニューの選定

・メニューを参加者で話し合い決める

・参加者の健康状態（含：アレルギーやそしゃく力)

や、食べる際に必要な配慮(食べ物の形状・柔か

さ・自助具や介助の要不要など）を確認

3. 交流食事会（年４回、季節ごとに）

１）近隣の障害者グループホームでの食事会の開催

・買い物はグループホームのメンバーと一緒に

ヘルシー料理をつくってふるまおう！
もてなしの心がしみる塩梅の粋 メタボも撃退！

ヘルシー料理を
ふるまおう

自分のために料理する気に
はならなくても、人さまの
ため、喜んでくれる相手の
ためならば腕を磨く気にも
なるもの。自分と相手の健
康に配慮した料理を習得し
てふるまうことで自らの健
康と生きる糧を手に入れよ
う、というねらい

メタボリック
シンドローム

高コレステロールに匹敵す
る強力な危険因子として、
近年、世界的に注目されて
いるが、正しく理解してい
る人はどのくらいいるだろ
うか？退職世代はなかなか
食生活を改善できないでい
るが、同じ悩み（気がかり）
を抱えた者同士できちんと
学び対策を講じることで効
果があるかも。

E x
a m p l e

9
プ

ログ
ラム案

料理教室で
やってみること

①メタボリック症候群解説
（健康管理の視点から）

②食品衛生について
③おもてなしの心を共有す

る…懐石料理のいわれな
ど

④料理の基礎・素材の知識・
道具の知識など

⑤中高年者向けメニューの
調理実習

⑥豆腐づくりなど最近は買
うことが前提となった食
材の作成にも取り組む

（食の安全を考える）

交流に資するメニュー
みんなでわいわいがやがや
話しながら食べることので
きるメニューを採用するこ
とで、会話を促進し仲間意
識を高める。
一緒に鍋を食べると取って
あげたり取ってもらったり、
普段おとなしいあの人が鍋
奉行だといった発見も。季
節の素材を生かした料理も
話題提供には格好。
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有機農法を身につけ、よく肥えた土をつくり愛情をもって野菜を育てる。自然と共生する農業を楽しみ、安
心・安全な食生活を自分だけのものから、夫婦で、仲間でと広げ、未来ある子どもたちのためにも“お裾分
け”をする活動に導くプログラムとすることにより、「地域での子育て」にもかかわったり、将来的には障
害のある人の支援などを含めた有機野菜レストランなどの運営にもつなげられる可能性がある。

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

地元農業協同組合、栄養士、ヘルスメイト、有機野菜づく

り名人、大学生、障害者グループ、教育委員会、保育所、

幼稚園、小・中学校、高校、児童館など

休耕地など、野菜づくりができる農地（無償あるいは低価

格での貸与など）

中間支援組織に

期待されること・役割

など

農業協同組合のモデル事業として協力が得られるよう、社

協が調整機能を果たすことが望ましい。賃貸農地、農業指

導、食育の協力、市町村内の学校への野菜納入による地産

地消、退職世代メンバーの共同経営による有機野菜のレス

トラン（障害者雇用の可能性）、など事業展開時のファシ

リテーターとして、関係機関への根まわし、資金調達のた

めの情報提供や仲介実施に必要な場や道具・人材確保のた

めの情報提供や仲介、実施中のリスクマネジメントなど。

事業推進の

留意点

農業は、自然が相手であるため、大きな賭けを強いられ

る。また、初歩からの学びとなるため、指導者の確保が必

須である。当初から、無理のないプログラム展開を心がけ

るとともに、失敗や困難をポジティブな方向に転換する仕

掛けを考える。

プログラムの鍵のひとつは、共通の目標に向かう新しい仲

間づくりをいかに支援できるか、にある。ともに額に汗し

て働き、さまざまな困難に協力して立ちむかうなかから絆

を深め、地域社会の一員としての自覚を高められるように

したい。

妻の協力も必須であり、妻を巻きこむ仕掛けをうまくつく

りたい。

この事業の「うり」

期待される効果

自然の中で、スローライフを味わうには一番のいやし系メ

ニューが農業である。土づくりから始まり、日々大きく成

長する野菜たちに一喜一憂しながら大切なものを愛情を

もって育てる感覚を味わい、自然に生かされていることに

感謝し、そのこと伝えていくことを、今、始める時が来て

いる。それができるのが退職世代である。

地産地消
「地域生産地域消費」の略
語で、地域で生産された農
産物や水産物をその地域で
消費することをいう。エコ
ロジーの観点、地域経済の
振興といった点から近年あ
らためて着目されている。

JA農業協同組合
JA（農協）は、人びとが連
帯し、助け合う ｢相互扶助｣
の精神のもとに、組合員農
家の農業経営と生活を守り、
よりよい地域社会を築くこ
とを目的としてつくられた
協同組合。組合員の農業経
営・技術指導や生活につい
てのアドバイスを行うほか、
さまざまな事業や活動を
行っている。最近は、高齢
者福祉活動や学童農園への
支援、ファーマーズマーケッ
トなど地域社会とのつなが
りを強める活動に取り組ん
でいる。

食料自給率39％だって知っていましたか？
有機野菜を育て 未来ある子どもたちに

安心・安全な食育をプレゼント

プログラムの

目的

有機農法を学び、美味しくて安心・安全な野菜づくりや食

の大切さを自ら子どもたちに伝えていくとともに、地域で

の食にかかわる理解推進の担い手となってもらう。

プログラム計画の

経緯・背景・前提

退職世代が退職後にやりたいことの1つに有機野菜づくり

があげられる。食料自給率39％という日本の危機的状況

は、あまり知られていない。退職世代がグループで有機農

法を学び、美味しくて安心・安全な野菜を育ててくれた

ら、日本も少しは救われるかもしれない。また、栄養士や

ヘルスメイト等と連携を図りながら子どもへの「食育」に

協力することで、自ずと地域の一人としてつながりがもて

る。

運営主体 社会福祉協議会、JA等によるプロジェクトチーム

運営・実施組織の

構成メンバー

社会福祉協議会、JA（農業協同組合）、県農業改良普及

所、行政、栄養士、教育委員会、農家、児童館、農業高校

参加者・対象者 退職世代（と、その妻）、子どもたち（保・幼・小・中・高）

具体的な事業内容 1. 農業協同組合等との事業交渉（農地賃貸、指導者の紹介

等）

2. 運営実施組織メンバーとプログラムづくり

3. プログラム実施

1年目（夫婦で参加を推奨）

＊日本の農業の現状を知る。

＊土づくり、野菜づくり・果実づくりの基本を学ぶ

（座学）

＊実践編　土・野菜・果実など育ててみよう

＊自分で作った産物を使って、料理教室を開催

2年目

＊子どもたちと一緒に野菜づくり

＊収穫した野菜で食育を

3年目（展開予想）

＊地元の学校・施設で地産地消をすすめる（子どもた

ちに食の安心・安全を）

＊有機野菜レストランの経営（夢をかたちに／障害者

雇用も計画に入れて）

食料自給率39％
食料自給率は、国内で消費
される食料全体に占める国
産品の割合、つまり食料の
自給度合いを示す指標であ
る。日本の自給率はいわゆ
る先進国のなかで格段に低
い。このことを知ってもら
うことで、次世代の子ども
たちへ安心・安全な食をつ
ないでいく必要性を感じ、
自分にできることを考えて
もらう。

有機野菜
種まきまたは植付け前 2 年
以上の間、化学的に合成さ
れた肥料及び農薬を避ける
ことを基本として、堆肥等
による土づくりを行った畑
や田んぼで生産された農作
物で、国が認めた登録認定
機関によって有機 JAS 認
定を取得した物をいう。
たい肥の原料は、鶏糞、落
ち葉など自然界に存在する
ものを利用して肥料をつく
るところから始める。
最初から完全有機が困難で
あれば、低農薬農法など、
安全に留意しつつも無理の
ない方法で始める。

有機野菜レストラン
退職世代の社会的起業とし
て、障害のある人たちの雇
用なども視野にいれ、仲間
で育てた野菜で地域の人や
観光客もよびこめるような
レストランをつくる構想

10
プ
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具体的な事業内容

（続き）

Ⅱ 実行委員会として実施すること

イベントや講座の企画　→　退職前後世代の関心をひき

そうなプログラムメニューをそろえつつ、多世代が参加

できる仕掛けのある展開をつくる。たまり場で実施の場

合もあれば、他の場所で実施することも。連続教室の場

合も、単発イベントの場合も。

協働相手・サポーター

リクルートする相手

必要な資源

など

商店会加盟店舗、まちづくり系NPO、食品衛生管理者、古

物商、管理栄養士、火元責任者の資格をもつ人、大工や修

理技術のある人、趣味人（鉄道ジオラマ、コーヒー、ケー

キ等、料理等、手芸等、ギター等）、アーティスト、学

生、保育士、司書、古武術家、農家など

中間支援組織に

期待されること・役割

など

プログラムコンセプトの立案（実行委員会にかける前の）

プログラム実現に必要なキーパーソンの選定

実行委員会の組織化と実行委員会のファシリテーション

行政や商工会議所など、関係機関などのねまわし

基礎資金の調達

事業実施に必要な免許、資格、法的手続き、権利関係につ

いて明らかにするとともに、必要な人材の手配や手続きに

協力する

実行委員会化後の継続的支援（フォロー、コンサル、ト

ラブル・シューティグ、情報提供、PR，組織マネジメン

ト、アドバイス、リスクマネジメントなど）

事業推進の

留意点

最初から欲張り過ぎない。

専門家によく相談し、法的なバックアップ、安全の確保を

まちや商店会のキーパーソンをはずさない。

地産・地消、エコロジーに留意した資源（人もものも）を

活用する。

この事業の「うり」

期待される効果

住民主体の実行委員会による自由闊達な企画・運営。

孤立している人たちでも入りやすい場の提供により、地域

の顔見知りを増やし、支えあいのネットワークを広げる。

メニューを豊富にするので、いろいろな人が参加しやす

い。

場を基点にまちづくり全体を考えられる。

地域のさまざまな人たちが、老いも若きも自由に出入りでき、集まることができ、語り合ったり、ときに
は、教えあったり、助け合ったりする場を提供。さまざまなメニューが用意されることにより、多様な人
が、多様な形でかかわることができる。なかでも退職世代は、その中核となる運営・マネジメントに力を発
揮することができる。その場をつくっていくなかから、地域の人びと、地域の動きを知り、その経験から、
地域の人びとが互いに知り合い、支えあう地域の機運を盛り上げ、人びとの和をもって暮らしやすいまちづ
くりを行っていくことが期待される。本報告書で提案されたいろいろなプログラムをつないで、大きなひと
つのまちづくりプロジェクトとしてイメージしたもの。

ミニテンプナーサリー
おかあさんが役所にいった
り、病院にいったり、買い
物したり、ちょっと息抜き
したりすることができるよ
う、当日随時受付、時間も
自由に子どもを預けていく
ことができるスペース。
リタイアした保育士常駐。
地元のおじさん・おばさん
も世話役に。

アートセンター
月に数回、子どももお年寄
りも若者も障害のある人も
みんな、好きにアート作品
づくりにいそしむことがで
きる空間を提供。
地元のアーティストの協力
を得て、美大生などが世話
役に。

園芸野菜
地元に独特な野菜を、地元
の高齢農業者の指導で栽培
料理の伝承・開発プログラ
ムにもリンク。
大学生が仕掛けるお年寄り
と子どものお食事会など、
育てた野菜の活用プログラ
ムで交流促進。

連続講座などの例
地域の防災・減災実践教室
まちの観光大使養成講座
郷土料理を伝承し、地域の
食文化を再興する会
映画館では見られない映画
を上映する会　
絵本読み聞かせ会　
鉄道模型のジオラマで模型
を走らせる会
ブルースギター教室
ホノルルマラソンをめざそ
う会　
身体のつかい方教室
コミュニティ・ガーデンを
つくろう会　
デイ・ホスピスを考える会

など

E x
a m p l e

コラボカフェで地元にワ！

プログラムの

目的

たまり場を拠点に、地域の人びとの交流の場を提供し、退

職世代が運営の中核を担う、地域の支えあいのネットワー

クをつむぎ、より暮らしやすいまちづくりに貢献する

プログラム計画の

経緯・背景・前提

まちのなかで、人びとが出会い、集い、語り合うことので

きる場が少なくなり、人びとのつながりがますます希薄と

なっている。特に退職世代がゆったりくつろげたり、井戸

端会議ができる空間がなくなっている。

まずは場の提供から、交流のきっかけをつくる必要があ

る、との認識からつながりづくりを意識した多様な人びと

が気軽にかかわることができるプログラムを仕掛ける。

運営主体 コラボカフェ実行委員会

運営・実施組織の

構成メンバー

社協／社協VC、商店会、JC、民生委員・児童委員、福祉

施設、大学生、障害のある人、退職世代ボランティア市民

活動グループ、保育士OB

参加者・対象者 利用対象者：地域の人すべて（お年寄り、子育て中のおか

あさんと子ども、福祉施設の利用者、在宅の障害のある

人、子ども、青少年、教員、商店の人、大学生、退職世代

など）

中核になる参加者：退職世代の地元の人たち

具体的な事業内容 空き店舗or空き古民家or空き大きな農家などを改装して

拠点とする

Ⅰ 拠点で実施すること（サンプル）：

１. たまり場　→　プロジェクトのベースとして人と人をつ

なぐ場。地元の人たちが自由に出入りでき、お茶やコー

ヒーもオーダーでき、おしゃべりしたり、趣味グループ

で作業したり、物々交換したりできるスペース

時には、ギャラリーとして、写真展、美術展、カリギュ

ラフィー展なども、壁などを使って実施。

2. ミニテンプナーサリー

3. アートセンター

4. 園芸野菜づくり

拠点
そこに行けば　誰かいる　
何かやっている　情報が得
られる　という場にする。
できるかぎりアットホーム
で気軽な雰囲気をかもしだ
せるよう留意。
出入口やトイレなどはバリ
アフリーの配慮も。
固定的なプログラムと流動
的なプログラム（単発のイ
ベント、定期的ではあるが
頻度が少ない、内容が変わ
る、もちこみ企画　など）
を組みあわせて関心が深ま
り広がること、また、いろ
いろな世代がかかわる工夫
をする。

たまり場の雰囲気は
・地元のおばちゃんたちの

おかず交換会
・お茶やコーヒーは、退職

世代の趣味人が、実費で
しっかりたてる　

・近隣のマダムの趣味の
ケーキやクッキー、ある
いは福祉施設のパンやお
菓子なども実費で

・バックには日替り・時間
替りでときどき、往年の
ジャズやロック、フォー
ク、シャンソンなどが流
れることも

退職世代の
地元の人たち

「場」を日々開き、プログラ
ム運営の中心となり、参加
者であると同時に役割を担
う人にもなってもらう。
プログラムを通して、地域
を知り、地域の人の顔みし
りをたくさんつくるととも
に、自らが寄与できること
を知り、さらなる地域での
活動に関心をもってもらう。
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Ⅴ　参  考

団塊の世代を理解するキーワード

昭和31年	 1956年 国連加盟　　水俣病　　「もはや戦後ではない」　　公団住宅入居開始  

	 1957年 ロカビリ—ブーム　　昭和基地完成

	 1958年 ウエスタンカーニバル　　東京タワー完成　　チキンラーメン発売  

	 1959年 皇太子御成婚　　伊勢湾台風　　少年マガジン／少年サンデー創刊  

	 1960年 日米安保条約改定　　インスタント時代　　ダッコちゃん　　テレビのカラー本放送開始

	 1961年 若大将ブーム　　ワンマンバス　　「地球は青かった」   

	 1962年 YS−11　　青田買い　　

	 1963年 スーパーマーケット　　ボウリングブーム　　ケネディ大統領暗殺

	 1964年 東海道新幹線開通　　東京オリンピック　　VAN/JUN　　平凡パンチ創刊  

	 1965年 アイビー族　　ベトナム戦争北爆開始   

昭和41年	 1966年 ビートルズ来日 　　カレッジ・フォークブーム 

	 1967年 アングラブーム　　ミニスカート流行　　グループ・サウンズブーム  

	 1968年 全共闘　　三億円事件　　霞ヶ関ビル完成  

	 1969年 東大安田講堂の攻防　　フォークゲリラ　　「断絶の時代」   

	 1970年 大阪万国博覧会　　あしたのジョー連載開始　　an an創刊 カップヌードル発売

	 1971年 non-no創刊　　多摩ニュータウン　　「ガンバラナクッチャ」　　

	 1972年 日本列島改造論　　沖縄返還　　あさま山荘事件　　ワーカホリック

	 1973年 オイルショック　　コインロッカーベビー　　金大中事件　　ぴあ創刊

	 1974年 小野田少尉発見・帰国　　長島茂雄引退　　かもめのジョナサン

	 1975年 キティちゃん登場　　100円ライター登場　　第１回先進国首脳会議

昭和51年	 1976年 団塊の世代　「限りなく○○に近い△△」　ロッキード事件　POPEYE創刊　宅急便登場

	 1977年 「僕って何」　　ルーツ流行　　有珠山噴火    

	 1978年 成田空港開港　　ディスコブーム　　窓際族　　キャンディーズ解散

	 1979年 インベーダーゲーム流行　　東京サミット　　ウォークマン発売  

	 1980年 「みんなで渡れば怖くない…」　　山口百恵引退　　レンタルレコード店登場　　竹の子族

	 1981年 クリスタル族　　focus創刊　　窓際のトットちゃん   

	 1982年 コンパクトディスクプレイヤー発売　　ホテルニュージャパン火災　　500円硬貨発売

	 1983年 軽薄短小　　戸塚ヨットスクール事件　　東京ディズニーランドオープン  

	 1984年 グリコ・森永事件　　かい人21面相　　エリマキトカゲ   

	 1985年 科学万博「つくば　85」　　日航ジャンボ機御巣鷹山に墜落   

昭和61年	 1986年 地上げ　　バブル　　チェルノブイリ原発事故　　「究極の…」  

	 1987年 国鉄民営分割化　　サラダ記念日　　「懲りない…」   

	 1988年 消費税　　青函トンネル開通　　瀬戸大橋開通　　リクルート事件

	 1989年 天皇崩御　　「平成」のはじまり　　ベルリンの壁崩壊　　「24時間たたかえますか」 

　

「定年退職者の地域活動の開発･支援のあり方に関する
調査研究事業」について

1.	趣　旨
今後、いわゆる団塊の世代を中心に新たに定年退職者が集中的に地域に戻ってくる。地域社会にお

いてなんらかの活動やプログラムに参加したいと考える人も少なくないが、実際にはなかなか活動

に結びつかない現状にある。

このような定年退職者に対して、ボランティア活動支援組織はどのような支援をすることができる

か、どのようなプログラム提案ができるかを考えていくことが必要となっている。

本事業では、団塊世代を含むシニア世代がかかわる地域活動などについて、これまで行われてきた

活動の事例ヒアリング、分析・評価・比較検討をとおしてその特長や成功の秘訣、継続のこつなど

明らかにする。そのうえで、今後、地域活動に参加したい、あるいは自らが活動を組織したいと考

える新規退職者に、支援組織としてどのような仕掛けをつくり、どのようなプログラム開発を行っ

ていくのかを検討する。

2.	調査研究の手順
◦プログラムおよび展開方法に関する事例収集

◦分析・評価・比較検討

◦取り組み提案（プログラム開発）

　

3.	成果の発表方法
◦報告書の作成・配布

4.	研究委員会委員　

蛯江紀雄（広島文教女子大学）　★委員長

鳴海孝彦（青森県社会福祉協議会）

佐和良佳（美馬市社会福祉協議会）＊

長谷部治（神戸市長田区社会福祉協議会）＊

五十嵐美奈（興望館）＊

日塔憲夫（茅ヶ崎市商店会連合会）

米澤智秀（高雲寺）＊

（順不同･敬称略）

＊は作業委員も兼ねる

（平成19年度老人保健事業推進費等補助金事業）

＊ 団塊の世代がものごころついた頃から中堅として活躍するようになる頃までの昭和の時代の事象や流行語などを集めてみたものです。
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